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２
月　

日
豺
か
ら
、
コ
ン
ビ

２２

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
設
置
し
て

い
る
多
機
能
端
末
機
（
マ
ル
チ

コ
ピ
ー
機
）
で
住
民
票
の
写
し

等
の
証
明
書
を
取
得
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
市
役
所
の
窓

口
で
取
得
す
る
よ
り
も
低
額
で

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

▽
利
用
で
き
る
方　

東
大
和
市

に
住
民
登
録
を
さ
れ
て
い
る
方

で
個
人
番
号
カ
ー
ド
（
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
）
を
取
得
し
、

「
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明

書
」
を
搭
載
さ
れ
た
方

※
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
申
請
時

に
「
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明

書
」
を
希
望
さ
れ
な
い
場
合
は
、

コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
利
用
は
で
き

ま
せ
ん
。

▽
利
用
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア　

全
国
の
セ
ブ
ン
イ

レ
ブ
ン
、
ロ
ー
ソ
ン
、
サ
ー
ク

ル
Ｋ
サ
ン
ク
ス
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

マ
ー
ト
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ト

ア
（
一
部
店
舗
の
み
）

▽
利
用
方
法　

コ
ン
ビ
ニ
の
多

機
能
端
末
機
で
、
個
人
番
号
カ

ー
ド
を
利
用
し
、
申
請
か
ら
受

領
ま
で
の
手
続
き
を
ご
自
身
で

行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
利
用
時
間　

午
前
６
時　

分
３０

〜
午
後　

時
（
戸
籍
の
全
部
・

１１

個
人
事
項
証
明
書
の
取
得
は
平

日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

※
年
末
年
始
（　

月　

日
〜
翌

１２

２９

年
１
月
３
日
）
及
び
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
日
（
年
に
数
日
）
は
利
用

で
き
ま
せ
ん
。

▽
証
明
書
の
偽
造
防
止
対
策　

窓
口
で
証
明
書
を
交
付
す
る
場

合
、
証
明
書
に
使
用
す
る
用
紙

は
、
専
用
紙
を
使
用
し
て
い
ま

す
が
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
で
は
Ａ

４
サ
イ
ズ
の
普
通
紙
を
使
用
し

ま
す
。
こ
の
た
め
、
証
明
書
に

は
印
刷
時
に
け
ん
制
文
字
等
の

不
正
防
止
処
理
を
施
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

市
の
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
�　

―　

―

０４２

５１６

９
３
０
１
ま
で
。

　

４
月
か
ら
の
新
生
活
の
準
備

等
で
、
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る

廃
棄
物
の
量
が
多
く
な
る
時
期

で
す
。

　

市
の
収
集
で
は
、
一
度
に
多

量
の
回
収
が
で
き
ま
せ
ん
。
次

の
方
法
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
紙
類
・
布
類
、
金
属
類
】

　

市
が
搬
入
し
て
い
る
事
業
者

へ
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
紙
類
・
布
類　

㈲
富
商
（
武

蔵
村
山
市
伊
奈
平
２
―
８
―
１
、

�　

―　

―
５
８
９
９
）
／
持

０４２

５６０

ち
込
め
る
も
の　

雑
誌
、書
籍
、

衣
類
、
タ
オ
ル
等

▽
金
属
類　

㈱
小
島
八
十
二
商

店
（
武
蔵
村
山
市
榎
１
―
３
―

２
、
�　

―　

―
０
０
８
２
）

０４２

５６４

／
持
ち
込
め
る
も
の　

炊
飯
器
、

電
子
レ
ン
ジ
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
、

ス
チ
ー
ル
ラ
ッ
ク
等

※
ど
ち
ら
も
原
則
無
料
で
す
が
、

状
態
に
よ
っ
て
は
引
き
取
れ
な

い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
必
ず
、

事
前
に
各
事
業
者
へ
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

【
小
型
家
電
】

　

民
間
事
業
者
（
リ
ネ
ッ
ト
ジ

ャ
パ
ン
㈱
）
が
宅
配
便
に
よ
る

回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。
品
目

や
費
用
等
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.ren

et.jp

）に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
家
電
４
品
目
（
テ
レ
ビ
・
エ

ア
コ
ン
・
冷
蔵
庫
・
洗
濯
機
）】

　

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
処

理
を
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
購
入
し
た
店
舗
へ
依
頼
す
る
。

〇
自
宅
へ
の
回
収
を
依
頼
す
る
。

�
㈲
三
考
商
事
�　

―　

―
９

０４２

５６５

４
６
１

�
㈱
サ
ン
・
エ
キ
ス
プ
レ
ス
�　
０４２

―　

―
４
３
２
０

３２９
〇
指
定
引
取
場
所
へ
持
ち
込
む
。

日
通
東
京
西
運
輸
㈱
立
川
取
扱

所
（
立
川
市
泉
町　

―
１
号
㈱

９３５

立
飛
リ
ア
ル
エ
ス
テ
ー
ト
内　
２０７

号
棟
、　

―　

―
３
２
１
７
）

０４２

５２４

※
料
金
・
排
出
方
法
等
は
各
連

絡
先
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。　
　

■
事
業
系
一
般
廃
棄
物
の
排
出

　

事
業
所
等
か
ら
排
出
さ
れ
る

事
業
系
一
般
廃
棄
物
は
、
次
の

い
ず
れ
か
の
方
法
で
排
出
し
て

く
だ
さ
い
。

①
収
集
運
搬
許
可
業
者
と
契
約

し
て
排
出
す
る
。

②
事
業
系
一
般
廃
棄
物
指
定
収

集
袋
等
で
排
出
す
る（
要
登
録
）。

　

た
だ
し
、
②
の
方
法
で
排
出

す
る
場
合
、
１
回
当
た
り
の
排

出
量
は　

㎏
未
満
に
限
り
ま
す
。

１０

　

登
録
を
希
望
す
る
方
は
、
ご

み
対
策
課
（
市
役
所
３
階
）
で

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
系
一
般
廃
棄
物

は
、
家
庭
廃
棄
物
と
は
分
け
て

排
出
し
て
く
だ
さ
い
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
ご
み

対
策
課
・
内
線
１
２
４
１
ま
で
。

野菜宝船の展示（昨年度）

2
月
 ２２
 日
 （月）
 か
ら
 

住
民
票
の
写
し
、
課
税
証
明
書
等
の
取
得
が
便
利
に
な
り
ま
す
 

コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
開
始

個
人
番
号
カ
ー
ド
が
必
要
で
す

　

市
長
が
市
議
会
に
提
出
し
た

議
案
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
市

政
情
報
コ
ー
ナ
ー（
市
役
所
３

階
）で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
し
た

が
、
平
成　

年
第
１
回
定
例
会

２８

か
ら
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　

公
開
日
は
、
市
議
会
開
会
日

の
６
日
前
（
今
回
の
定
例
会
は

２
月　

日
貅
）
を
予
定
し
て
い

１８

ま
す
。

▽
問
合
せ　

文
書
課
・
内
線
１

３
２
１
ま
で
。

　

市
議
会
は
ど
な
た
で
も
傍
聴

で
き
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
当

日
直
接
、
議
会
事
務
局
（
市
役

所
２
階
）
の
受
付
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。
通
常
の
会
議
時
間
は

午
前
９
時　

分
〜
正
午
、
午
後

３０

１
時　

分
〜
５
時
で
す
（
会
議

３０

時
間
、
下
表
の
日
程
は
変
更
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

▽
問
合
せ　

議
会
事
務
局
・
内

線
２
０
０
２
ま
で
。

平
成
 ２８
 年
第
1
回
 

　
　
　
市
議
会
定
例
会

2
月
 ２４
 日
　
 か
ら
開
会
予
定

 （水）
  

市
長
提
出
議
案
 ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
可
能
に

民
間
事
業
者
を
利
用
し
た
 

ご
み
の
処
理
方
法
 

老人や子供に心をくばり

み ん な の し あ わ せ を

　　　 築きましょう。

〔東大和市市民憲章（抄）〕

取得できる証明書・手数料の一覧

取得できる証明書の範囲手数料
（1 通あたり）証明書の種類

個人番号カード所有者本人および本人と同一
世帯員のもの200円住民票の写し

個人番号カード所有者本人のもの
（あらかじめ印鑑登録している方に限る）150円印鑑登録証明書

個人番号カード所有者本人および本人と同一
戸籍記載のもの（東大和市が本籍の方に限る）350円

戸籍の全部事項証明書
・個人事項証明書

個人番号カード所有者本人および本人と同一
戸籍記載のもの（東大和市が本籍の方に限る）150円戸籍の附票の写し

個人番号カード所有者本人のもの
（最新年度分のみ）200円

市民税・都民税課税
（非課税）証明書 ※

※毎年 6月中旬頃に証明年度が切り替わります。被扶養者等で申告のない方は、コンビニでは発行で
　きません。修正申告等により内容に変更のあった方は一定期間発行できません。

内　　容会　議開　催　日

市長施政方針表明など本 会 議2月 24日貉・25日貅

代表質問本 会 議2月 26日貊

一般質問本 会 議2月 29日豺 ～ 3月 4日貊

付託案件の審査など常任委員会3月 7 日豺 ～ 9日貉

平成 28年度予算審査
予算特別
委 員 会

3月 10日貅 ～ 14日豺
(12日・13日は除く )

委員会審査報告など本 会 議3月 16日貉

　東日本大震災から5年。当時の記憶を風化させないために、郷
土博物館では特別番組「星空とともに」を今年も投影します。 
　被災者から寄せられた星と震災にまつわるエピソードをもとに
制作された番組で、昨年、投影に際して大変な反響がありました。 
　ぜひご覧ください。 
　日時 
  ●     3月 5日貍・6日豸・12日貍・13日豸 は午後4時から。 
  ●     3月 8日貂～11日貊 は午後1時30分から。 
※投影時間は約40分。曜日により投影開始時間が異なります。 
　場所　郷土博物館プラネタリウム 
　定員　100人 (当日先着順) 
　観覧料　無料 
※投影途中での入退場不可。通常の星座解説はありません。 
　問合せ　郷土博物館 蕁 042―567―4800 まで。 

▽
 

▽
 

▽
 

▽
 

▽
 

郷土博物館プラネタリウム 

特別番組 

星空とともに 
─東日本大震災の夜、大停電の被 

災地を照らしたのは、見たことも 

ないような満天の星だった。─ 
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有害ごみ・スプレー缶類が他のごみに混ざると、火災等の原因となります 有害ごみ・スプレー缶類は、決められた日に、品目ごとに袋に分
けて排出してください／問合せ　ごみ対策課・内線1241まで
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平
成　

年
度
の
交
通
災
害
共

２８

済
加
入
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
加
入
で
き
る
方　

市
内
に
住

民
登
録
を
し
て
い
る
方

▽
対
象
と
な
る
交
通
災
害　

日

本
国
内
で
発
生
し
た
、
交
通
機

関
の
交
通
に
よ
る
人
身
事
故

※
ち
ょ
こ
っ
と
共
済
は
、
事
故

の
相
手
方
の
損
害
を
補
償
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
掛
け
金
（
年
額
） 

Ａ
コ
ー
ス

　

円
、
Ｂ
コ
ー
ス　

円

１０００

５００

▽
見
舞
金

�
Ａ
コ
ー
ス

：

傷
害
の
場
合
３

万
円
〜　

万
円
、
死
亡
の
場
合

２５

　

万
円

３００�
Ｂ
コ
ー
ス

：

傷
害
の
場
合
２

万
円
〜　

万
円
、
死
亡
の
場
合

１６

　

万
円

１５０※
見
舞
金
請
求
に
は
交
通
事
故

（
人
身
）
証
明
書
が
必
要
で
す
。

▽
共
済
期
間　

平
成　

年
４
月

２８

１
日
〜
平
成　

年
３
月　

日

２９

３１

▽
受
付
場
所　

市
内
の
銀
行
（
ゆ

う
ち
ょ
銀
行
を
除
く
）・
信
用
金

庫
・
信
用
組
合
・
農
業
協
同
組

合
・
清
原
市
民
セ
ン
タ
ー
・
土
木

課
（
市
役
所
２
階
）

▽
交
通
遺
児
年
金　

会
員
が
交

通
災
害
で
死
亡
し
た
と
き
、
会

員
と
生
計
が
同
じ
で
東
京
都
の

市
町
村
民
で
あ
る
中
学
生
以
下

の
お
子
さ
ん
が
い
る
場
合
、
お

子
さ
ん
が
中
学
修
了
年
限
に
達

す
る
ま
で
、
遺
児
１
人
に
つ
き

年
額　

万　

円
の
交
通
遺
児
年

１０

２０００

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▽
問
合
せ　

土
木
課
・
内
線
１

２
１
３
ま
で
。

　

軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日

現
在
の
バ
イ
ク
・
軽
自
動
車
等

の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

譲
渡
や
廃
棄
を
し
た
時
は
、

早
め
に
変
更
・
廃
車
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
バ

イ
ク
・
軽
自
動
車
等
を
盗
ま
れ

て
廃
車
す
る
場
合
は
、
必
ず
警

察
に
届
出
を
済
ま
せ
て
か
ら
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
車
種
に
よ
っ
て
手
続

き
の
場
所
が
異
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
原
動
機
付
自
転
車
（　

㏄
以

１２５

下
）・
ミ
ニ
カ
ー
・
小
型
特
殊
自

動
車　

課
税
課
（
市
役
所
１

階
）
・
内
線
１
０
５
１
ま
で
。

○
軽
四
輪
車
・
軽
三
輪
車　

軽

自
動
車
検
査
協
会
東
京
主
管
事

務
所
多
摩
支
所
�　

―
３
８
１

０５０

６
―
３
１
０
４
へ
。

○
軽
二
輪
（　

㏄
超　

㏄
以

１２５

２５０

下
）
・
二
輪
の
小
型
自
動
車

（　

㏄
超
）　

東
京
運
輸
支
局

２５０
多
摩
事
務
所
�　

―
５
５
４
０

０５０

―
２
０
３
３
へ
。

　

市
で
は
、
第
四
次
基
本
計
画

（
計
画
期
間

：

平
成　

年
度
〜

２５

平
成　

年
度
）
に
基
づ
く
市
の

３３

取
組
み
に
つ
い
て
評
価
を
し
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
の
参
考
と
す
る
た

め
に
、
市
民
意
識
調
査
（
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
）
を
実
施
し
ま
す
。

▽
対
象
者　

２
月
１
日
現
在
、

東
大
和
市
に
お
住
ま
い
の　

歳
１８

以
上
の
方
二
、
〇
〇
〇
人
（
無

作
為
抽
出
）

▽
回
答
方
法　

記
入
済
み
の
調

査
票
を
返
信
用
封
筒
で
郵
送
（
投

函
）
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
回
答
期
限　

３
月　

日
貂

１５

▽
問
合
せ　

企
画
課
・
内
線
１

４
２
５
ま
で
。

■
男
女
共
同
参
画
相
談
窓
口

　

男
女
で
仕
事
の
内
容
が
違
う
、

昇
進
に
差
別
が
あ
る
、
上
司
か

ら
パ
ワ
ハ
ラ
を
受
け
て
い
る
等

で
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

市
で
は
、「
男
女
が
平
等
で
誰

も
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会
」
を

目
指
し
て
「
男
女
共
同
参
画
相

談
窓
口
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

女
性
相
談
員
が
個
別
に
相
談

に
応
じ
、
一
緒
に
解
決
方
法
を

探
し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
の
で
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ

さ
い
（
事
前
予
約
制
）。

■
「
声
の
は
ー
も
に
い
」
を
貸

し
出
し
ま
す

　

目
の
不
自
由
な
方
の
た
め
に
、

２
月　

日
発
行
の
男
女
共
同
参

１５

画
情
報
誌
「
は
ー
も
に
い
」
第

　

号
の
内
容
を
Ｃ
Ｄ
に
吹
き
込

３６ん
だ
「
声
の
は
ー
も
に
い
」
を

無
料
で
貸
し
出
し
ま
す
。

■
男
女
共
同
参
画
キ
ー
ワ
ー
ド

〜
固
定
的
性
別
役
割
分
担
〜

　

男
女
を
問
わ
ず
個
人
の
能
力

等
に
よ
っ
て
役
割
の
分
担
を
決

め
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
男
性
、
女
性
と

い
う
性
別
を
理
由
と
し
て
、
役

割
を
固
定
的
に
分
け
る
こ
と
を

い
い
ま
す
。

「
男
は
仕
事
・
女
は
家
庭
」、

「
男
性
は
主
要
業
務
・
女
性
は

補
助
的
業
務
」
等
は
固
定
的
な

考
え
方
に
よ
り
、
男
性
・
女
性

の
役
割
を
決
め
て
い
る
例
で
す
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
市
民

生
活
課
・
内
線
１
７
１
５
ま
で
。

�

　

市
・
都
民
税
の
申
告
、
所
得

税
の
確
定
申
告
の
受
付
は
、
２

月　

日
貂
〜
３
月　

日
貂
で
す

１６

１５

（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）。
受
付

開
始
か
ら
数
日
間
と
申
告
期
限

間
近
は
、
窓
口
が
大
変
混
雑
し

ま
す
の
で
、 ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
市
役
所
本
庁
舎
の
土

曜
開
庁
時
は
、
受
付
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
市
・
都
民
税
の
申
告

　

下
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
所
得
税
の
確
定
申
告

▽
受
付
時
間
・
場
所　

午
前
８

時　

分
〜
午
後
５
時
（
相
談
は

３０
午
前
９
時
か
ら
）・
立
川
税
務
署

（
立
川
市
緑
町
４
―
２　

立
川

地
方
合
同
庁
舎
。
公
共
交
通
機

関
で
お
越
し
く
だ
さ
い
）

※
記
入
済
み
の
所
得
税
確
定
申

告
書
は
、
申
告
期
間
中
に
限
り

市
役
所
で
仮
収
受
が
で
き
ま
す
。

※
確
定
申
告
書
は
、
立
川
税
務

署
、
課
税
課
（
市
役
所
１
階
）

で
配
布
し
て
い
ま
す
。
市
民
セ

ン
タ
ー
で
は
配
布
し
て
い
ま
せ

ん
。
ま
た
、
市
役
所
で
の
配
布

部
数
は
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

▽
確
定
申
告
の
休
日
受
付　

２

月　

日
豸
・
２
月　

日
豸
午
前

２１

２８

８
時　

分
〜
午
後
５
時
（
相
談

３０

は
午
前
９
時
か
ら
）・
立
川
税
務

署■
申
告
書
の
郵
送
受
付

▽
市
・
都
民
税　

申
告
書
（
必

ず
連
絡
先
を
記
入
）
と
必
要
書

類
を
同
封
し
、
〒　
　

東
大
和

２０７-
８５８５

市
中
央
３
―　

東
大
和
市
役
所

９３０

課
税
課
市
民
税
係
へ
郵
送
（
受

付
書
等
の
返
却
を
希
望
す
る
方

は
宛
名
を
記
入
し
切
手
を
貼
付

し
た
返
信
用
封
筒
を
同
封
）
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
所
得
税　

申
告
書
は
郵
便
ま

た
は
信
書
便
で
提
出
で
き
ま
す
。

申
告
書
と
必
要
書
類
を
同
封
し
、

〒　
　

立
川
市
緑
町
４
│
２
立

１９０-
８５６５

川
地
方
合
同
庁
舎
立
川
税
務
署

へ
送
付
〔
収
受
日
付
印
の
あ
る

確
定
申
告
書
の
控
え
が
必
要
な

場
合
は
複
写
に
よ
り
作
成
（
複

写
で
な
い
も
の
は
ボ
ー
ル
ペ
ン

等
で
記
載
）
し
た
申
告
書
の
控

え
及
び
、
宛
名
を
記
入
し
切
手

を
貼
付
し
た
返
信
用
封
筒
を
同

封
〕
し
て
く
だ
さ
い
。

�
市
・
都
民
税
の
申
告
に
つ
い

て
の
お
問
合
せ
は
課
税
課
・
内

線
１
０
５
２
ま
で
。
所
得
税
の

確
定
申
告
に
つ
い
て
の
お
問
合

せ
は
立
川
税
務
署
�　

―　

―

０４２

５２３

１
１
８
１
へ
。

市
・
都
民
税
、
所
得
税
の
 

　
　
　
　
　
　
　
申
告
は
お
早
め
に

交
通
災
害
共
済
 

ち
ょ
こ
っ
と
共
済

市
民
意
識
調
査
に
 

　
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

平
成　

年
１
月
２
日
か
ら
平

２７

成　

年
１
月
１
日
ま
で
に
新
築

２８
ま
た
は
増
築
さ
れ
た
家
屋
に
つ

い
て
は
、
平
成　

年
度
か
ら
固

２８

定
資
産
税
と
都
市
計
画
税
が
課

税
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
市
で
は
課
税
の

基
礎
と
な
る
家
屋
の
評
価
額
を

算
出
す
る
た
め
の
調
査
を
現
在

行
っ
て
い
ま
す
。
対
象
と
な
る

家
屋
に
は
、
市
の
職
員
が
お
伺

い
し
、
家
屋
の
床
面
積
や
内

部
・
外
部
の
使
用
資
材
・
仕
上

げ
な
ど
を
調
査
し
ま
す
。
該
当

す
る
家
屋
を
お
持
ち
の
方
は
、

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
調

査
の
日
程
や
時
間
に
つ
い
て
は
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
家
屋
の
取
壊
し
を
し

た
場
合
、
次
年
度
か
ら
課
税
し

ま
せ
ん
の
で
、
あ
わ
せ
て
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

課
税
課
・
内
線
１

０
５
９
ま
で
。

バイク・軽自動車等の 

名義変更、廃車手続きを 

　　　　  お願いします 

家
屋
調
査
に
 

　
ご
協
力
く
だ
さ
い

男
女
共
同
参
画
 

男
女
が
平
等
で
 

　
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い

　
　
　
社
会
を
目
指
し
て

■
事
業
資
金
融
資
の
あ
っ
せ
ん

　

小
規
模
事
業
を
営
ん
で
い
る

方
、
新
た
に
事
業
を
始
め
よ
う

と
す
る
方
に
対
す
る
事
業
資
金

の
融
資
に
つ
い
て
、
市
内
の
金

融
機
関
へ
あ
っ
せ
ん
す
る
制
度

で
す
。
申
込
要
件
、
融
資
条
件

は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

■
中
小
企
業
勤
労
者
生
活
資
金

融
資
あ
っ
せ
ん

　

市
内
在
住
の
中
小
企
業
勤
労

者
に
対
す
る
生
活
資
金
の
融
資

に
つ
い
て
、
指
定
の
金
融
機
関

へ
あ
っ
せ
ん
す
る
制
度
で
す
。

▽
申
込
要
件　

①
市
内
に
１
年

以
上
居
住
し
、
同
一
事
業
所
に

１
年
以
上
勤
務
し
て
い
る
こ
と

②
市
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と

③
資
金
の
使
途
が
適
切
で
返
済

能
力
を
有
し
て
い
る
こ
と

▽
融
資
額　

教
育
資
金
、
医
療

・
出
産
資
金
、
冠
婚
葬
祭
資
金

は　

万
円
以
内
。
住
宅
等
改
修

８０

資
金
は　

万
円
以
内

１００

▽
利
率　

年　

％
１.８

▽
返
済
期
間　

５
年
以
内

▽
問
合
せ　

産
業
振
興
課
・
内

線
１
０
７
１
ま
で
。

融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
を

　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い

市・都民税の申告
期間　2月 16日（火）～ 3月 15日（火）
　　（土・日曜日は除く）
時間　午前 9 時～午後 4 時 30分
場所　市役所会議棟第１会議室
 
※平成 28年 1 月 1 日時点で東大和市に住民登録があり、
前年に市・都民税の申告書を提出された方等に「平成
28年度市・都民税申告書」を 2 月上旬に郵送しまし
た。ただし、平成 27年度市・都民税の納付方法が特
別徴収（給与天引き）のみの方に対しては、発送して
いません。その他、申告書が必要な方には、課税課
（市役所 1 階） 、各市民センターで申告用紙を配布し
ています。
なお、今年度の市・都民税申告にはマイナンバーは必
要ありません。来年度の市・都民税の申告書には、記
載していただくことになります。
※所得税の確定申告をする方、 勤務先から市役所に給与
支払報告書の提出がある方は、控除を追加しない場
合、申告は不要です。 

申告の出張受付
期日　  2 月 23日（火）・24日（水）
時間　午前 9 時～ 11時 30分（受付は午前 11時まで）
　　　午後 １  時～ 4 時（受付は午後 3 時 30分まで）
場所　清原市民センター 

申告の休日受付
期日　  2 月 21日（日）
時間　午前 9 時～午後 4 時 30分
場所　市役所会議棟第 1 会議室

事業資金融資の申込要件
法人個人

主たる事業所等を市内に有し、
１年以上事業を営んでいること

市内に１年以上居住し、都内で
１年以上事業を営んでいること

居住等

20人以下（商業等は 5 人以下）であること従業員数
法人名義で完納申込者名義で完納市税の完納
代表者不要保証人

東京信用保証協会の保証対象業種であること信用保証
※独立開業資金の場合は、申込要件が若干異なるため、事前にお問い
　合わせください。

事業資金融資の融資条件

独立開業資金不況対策
特別運転資金設備資金運転資金

500万円300万円700万円500万円融資限度額
5 年以内5 年以内7 年以内5 年以内償還期間

小口事業資金 2.1％、特例小口零細企業資金 1.9％利率
50%70%50%50%利子補給

別途要件あり別途要件あり見積書が必要―その他
※不況対策特別運転資金及び独立開業資金は、小口事業資金のみの制
　度です。

道路に降った雪が凍結すると危険です！雪が降ったときは、自宅や店舗前の雪かきにご協力ください／問合せ　土木課・内線 1211 まで
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▽
教
育
委
員
会
の
教
育
目
標

　

教
育
は
、
常
に
、
普
遍
的
か

つ
個
性
的
な
文
化
の
創
造
と
豊

か
な
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、

平
和
的
な
国
家
及
び
社
会
の
形

成
者
と
し
て
自
主
的
精
神
に
満

ち
た
健
全
な
人
間
の
育
成
と
、

我
が
国
の
歴
史
や
文
化
を
尊
重

し
国
際
社
会
に
生
き
る
日
本
人

の
育
成
と
を
期
し
て
行
わ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

同
時
に
、
教
育
は
、
社
会
の

変
化
に
対
応
し
て
絶
え
ず
そ
の

在
り
方
を
見
直
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、

経
済
・
社
会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、

情
報
技
術
革
命
、
地
球
環
境
問

題
、
少
子
高
齢
化
な
ど
、
時
代

の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
、
日

本
の
未
来
を
担
う
人
間
を
育
成

す
る
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
い

る
。

　

東
大
和
市
教
育
委
員
会
は
、

こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
立
ち
、

「
人
と
自
然
が
調
和
し
た
生
活

文
化
都
市
東
大
和
」
の
実
現
を

目
指
し
て
、
以
下
の
「
教
育
目

標
」
に
基
づ
き
、
東
京
都
教
育

委
員
会
等
と
連
携
し
て
、
積
極

的
に
教
育
行
政
を
推
進
し
て
い

く
。

　

東
大
和
市
教
育
委
員
会
は
、

子
ど
も
た
ち
が
、
東
大
和
市
民

で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
も
ち
、

知
性
、
感
性
、
道
徳
心
や
体
力

な
ど
の
生
き
る
力
を
育
み
、
人

間
性
豊
か
に
成
長
す
る
こ
と
を

願
い
、

�
互
い
の
人
格
を
尊
重
し
、
思

い
や
り
と
規
範
意
識
の
あ
る
人

間�
社
会
の
一
員
と
し
て
、
社
会

に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
人
間

�
自
ら
学
び
考
え
行
動
す
る
、

個
性
と
創
造
力
豊
か
な
人
間

の
育
成
に
向
け
た
教
育
を
重
視

す
る
。

　

ま
た
、
学
校
教
育
及
び
社
会

教
育
を
充
実
し
、
だ
れ
も
が
生

涯
を
通
じ
て
、主
体
的
に
学
び
、

支
え
合
う
こ
と
が
で
き
る
社
会

の
実
現
を
図
る
。

　

そ
し
て
、
教
育
は
、
家
庭
、

学
校
及
び
地
域
の
そ
れ
ぞ
れ
が

責
任
を
果
た
し
、
連
携
し
て
行

わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

で
あ
る
と
の
認
識
に
立
っ
て
、

全
て
の
市
民
が
教
育
に
参
加
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
く
。

※
教
育
目
標
・
基
本
方
針
の
全

文
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

指
導
室
・
内
線
１

５
３
２
ま
で
。

�

▽
勤
務
時
間　

Ａ
／
月
〜
金
曜

日
の
う
ち
週
３
日
、
１
日
５
時

間
勤
務　

Ｂ
／
月
〜
金
曜
日
の

う
ち
週
４
日
、１
日
７
時
間
勤
務

▽
勤
務
場
所　

教
育
委
員
会
及

び
市
内
の
小
・
中
学
校
等

▽
勤
務
内
容　

特
別
な
支
援
が

必
要
な
幼
児
・
児
童
・
生
徒
へ

の
就
学
相
談
、
巡
回
相
談
等

▽
応
募
要
件　

臨
床
心
理
士
、

臨
床
発
達
心
理
士
ま
た
は
特
別

支
援
教
育
士
の
資
格
を
有
す
る

方▽
採
用
予
定
人
数　

２
人
（
Ａ
、

Ｂ
各
１
人
）

▽
報
酬　

時
給
二
、
〇
〇
〇
円

※
交
通
費
を
支
給
し
ま
す
。

▽
委
嘱
期
間　

平
成　

年
４
月

２８

１
日
〜
平
成　

年
３
月　

日

２９

３１

※
市
の
規
定
に
よ
る
更
新
あ
り
。

▽
選
考
日
時
・
内
容　

２
月　
２７

日
貍
午
前
９
時
か
ら
論
文
試
験

及
び
面
接
試
験
を
行
い
ま
す
。

▽
募
集
要
項
の
配
布
・
応
募
受

付　

２
月　

日
豺
〜　

日
貊

１５

２６

（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）
午
前

８
時　

分
〜
午
後
５
時
に
学
校

３０

教
育
課
（
市
役
所
５
階
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
募
集
要
項

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
募
集
要
項

等
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

応
募
の
際
は
、
原
則
本
人
が
お

越
し
く
だ
さ
い
。
代
理
に
よ
る

受
付
を
希
望
の
場
合
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

学
校
教
育
課
・
内

線
１
５
２
６
ま
で
。

　

市
で
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
す
る
バ
ナ
ー
広
告
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

月
に
５
万
件
の
ア
ク
セ
ス
が

あ
る
当
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か
。

　

掲
載
期
間
は
選
択
で
き
、　
１２

か
月
の
掲
載
を
行
う
と
、
１
か

月
あ
た
り
の
掲
載
料
が　

％
割

２０

引
と
な
り
ま
す
。
お
申
込
み
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
掲
載
期
間　

最
長
で
１
年
間

※
再
申
込
み
可
。
原
則
と
し
て

月
の
初
日
か
ら
末
日
ま
で
の
１

か
月
を
単
位
と
し
ま
す
。

▽
広
告
規
格

�
大
き
さ　

縦　

ピ
ク
セ
ル
×

６０

横　

ピ
ク
セ
ル

１５０
�
容
量　

８
キ
ロ
バ
イ
ト
以
下

�
形
式　

Ｇ
Ｉ
Ｆ
形
式
（
ア
ニ

メ
Ｇ
Ｉ
Ｆ
可
）

▽
掲
載
場
所

①
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
下
部
に
す
べ

て
の
バ
ナ
ー
を
掲
載

②
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
と
グ
ル
ー
プ

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
右
上
部
に
全
て

の
バ
ナ
ー
の
中
か
ら
、
読
み
込

む
度
に
ラ
ン
ダ
ム
で
１
枠
掲
載

▽
掲
載
料
（
月
額
）　

掲
載
期

間
が
１
〜
２
か
月
の
場
合
は
２

万
円
、
３
〜
５
か
月
の
場
合
は

一
万
九
、〇 
〇 
〇
円
、
６
〜　

か
１１

月
の
場
合
は
一
万
八
、
〇
〇
〇

円
、　

か
月
の
場
合
は
一
万
六
、

１２

〇
〇
〇
円

▽
申
込
方
法　

市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
秘

書
広
報
課
（
市
役
所
４
階
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

秘
書
広
報
課
・
内

線
１
４
１
２
ま
で
。

■
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
単
身
者
向

（
東
京
街
道
）

：

３
戸

▽
応
募
資
格　

次
の
全
て
に
該

当
す
る
こ
と　

①
原
則
と
し
て
親
族
と
同
居
し

て
い
な
い　

歳
以
上
の
単
身
者

６５

で
あ
る
こ
と

②
市
内
に
３
年
以
上
居
住
し
て

い
る
こ
と

③
所
得
が
、
東
京
都
の
定
め
る

基
準
内
で
あ
る
こ
と

④
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

⑤
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

■
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
２
人
世
帯
向

（
東
京
街
道
）

：

１
戸

▽
応
募
資
格　

次
の
全
て
に
該

当
す
る
こ
と

①
申
込
者
が　

歳
以
上
で
あ
る

６５

こ
と

②
市
内
に
３
年
以
上
居
住
し
て

い
る
こ
と

③　

歳
以
上
の
同
居
親
族
が
い

６５
る
こ
と

④
所
得
が
、
東
京
都
の
定
め
る

基
準
内
で
あ
る
こ
と

⑤
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

⑥
申
込
者
ま
た
は
同
居
親
族
が

暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

▽
申
込
書
配
布
期
間
・
場
所　

２
月　

日
豺
〜　

日
貉
・
市
民

１５

２４

生
活
課
（
市
役
所
３
階
。
土
・

日
曜
日
は
除
く
） 、市
民
セ
ン
タ

ー
（
土
・
日
曜
日
を
含
む
）。

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽
申
込
受
付　

申
込
用
紙
の
配

布
期
間
中
に
市
民
生
活
課
へ
直

接
提
出
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ

さ
い（
２
月　

日
貉
消
印
有
効
）。

２４

▽
問
合
せ　

市
民
生
活
課
・
内

線
１
７
１
５
ま
で
。

　

高
齢
者
住
宅
の
管
理
人
用
住

居
に
住
み
な
が
ら
、
住
民
で
あ

る
高
齢
者
の
方
々
の
安
否
確
認

や
生
活
団
ら
ん
室
の
管
理
等
を

行
う
管
理
人
（
平
成　

年
６
月

２８

入
居
予
定
）
を
募
集
し
ま
す
。

▽
応
募
資
格　

次
の
全
て
に
該

当
す
る
こ
と

①
東
京
都
内
に
居
住
し
て
い
る

　

歳
以
上
の
方

２０②
同
居
親
族
が
い
る
こ
と
（
単

身
で
の
申
込
み
は
不
可
）

③
世
帯
の
所
得
が
応
募
資
格
基

準
内
で
あ
る
こ
と

④
現
に
自
ら
居
住
す
る
た
め
の

住
宅
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と

（
自
家
所
有
者
や
都
民
住
宅
な

ど
一
部
の
賃
貸
住
宅
に
居
住
し

て
い
る
方
は
申
込
み
で
き
ま
せ

ん
）

▽
募
集
人
数　

１
人

▽
報
酬
等　

委
託
料
及
び
家
賃

相
当
額

▽
募
集
要
領
の
配
布
及
び
応
募

受
付
日
時
・
場
所　

２
月　

日
２９

豺
ま
で
の
午
前
８
時　

分
〜
午

３０

後
５
時 （
土
・
日
曜
日
は
除
く
）・

高
齢
介
護
課
（
市
役
所
２
階
）

▽
問
合
せ　

高
齢
介
護
課
・
内

線
１
１
７
６
ま
で
。

東大和市教育委員会の 

・教育目標 

・平成28年度基本方針 

市のホームページ 

バナー広告を 

　掲載しませんか 

都
営
住
宅
（
地
元
割
当
）

シ
ル
バ
ー
ピ
ア
 

　
　
入
居
者
募
集

シ
ル
バ
ー
ピ
ア
向
原
 

管
理
人
を
募
集
 

東大和市教育委員会 

嘱託員（巡回相談員）を 
　　　　　 募集します 

平成28年度教育委員会の基本方針
　東大和市長が策定した「東大和市の教育に関する大綱」に沿って、東大和市と東大和市
教育委員会が一体となって教育行政を推進する。
　また、東大和市教育委員会は、「教育目標」を達成するために、東大和市教育委員会の
「基本方針」及び「東大和市学校教育振興基本計画」に基づき、多摩湖と狭山丘陵の美し
い自然に恵まれた東大和市の特性を生かして、総合的に教育施策を推進する。
　さらに、東大和市教育委員会は、主要な施策や事務事業の取組状況について点検及び評
価を行い、課題や取組の方向性を明らかにして効果的な教育行政の推進を図るとともに、
その公表により市民への説明責任を果たし、市民に信頼される教育行政を推進する。　

基本方針１「人権尊重の精神」と「社会貢献の精神」の育成　
　全ての市民が、人権尊重の理念を正しく理解するとともに、思いやりの心や社会生活の
基本的ルールを身に付け、社会に貢献しようとする精神を育むことが求められる。
　そのために、人権教育及び心の教育を充実するとともに、相互に支え合う社会づくりを
目指して、権利と義務、自由と責任についての認識を深め、規範意識・公共心に富む、自
立した個人を育てる教育を行う。　

基本方針 2「豊かな個性」と「創造力」の伸長　
　グローバル化と情報技術が進展する社会にあって、国際社会に生き、社会の変化に対応
できるよう、確かな学力を育み、子どもたちの個性と創造力を伸ばす教育を推進すること
が求められる。  
　そのために、子どもたち一人一人の生きる力としての知識・技能の習得と思考力・判断
力・表現力等の育成のバランスを重視するとともに、道徳性、社会性を育成し、主体的に
学習に取り組む態度を養う。　

基本方針 3「総合的な教育力」と「文化・スポーツ」の充実　
　少子高齢化や核家族化が進む中で、子どもたちの健やかな成長を社会全体で支えるとと
もに、市民一人一人が生涯にわたって、自由に学び、社会に貢献できるようにすることが
求められる。 
　そのために、家庭・学校・地域の教育力を高め、さらに推進できるよう支援するととも
に、人々が生涯を通じて、自ら学び、文化・スポーツに親しみ、社会参加できる機会の充
実を図る。　

基本方針 4「市民の教育参加」と「学校経営の改革」の推進　
　教育行政には学校・家庭・地域の協働と市民の教育参加を積極的に進め、市民感覚と経
営感覚をより重視して、教育改革を力強く展開することが求められる。
　そのために、東京都教育委員会等との緊密な連携・協力のもとに、東大和市の特性を踏
まえた教育行政を進めるとともに、市民に信頼される魅力ある学校づくりを目指した効率
的で透明性の高い開かれた学校経営への改革を推進する。

東大和市役所庁舎内の落とし物 市役所庁舎内の落とし物をお預かりしております。一定期間（３か月間）を過ぎた物は処分させて
いただきます。お心当たりの方はお早めにご連絡ください／問合せ　総務管財課・内線１３１１まで
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�

８
７
７
７
、
き
よ
は
ら
�　

―
０４２

　

―
１
１
３
８
、
な
ん
が
い
�

５９０
　

―　

―
８
１
３
３
）

０４２

５６６

�
高
齢
介
護
課
（
市
役
所
２
階
）

・
内
線
１
１
７
６

�
障
害
福
祉
課
（
市
役
所
１
階
）

・
内
線
１
１
２
３

▽
問
合
せ　

高
齢
介
護
課
・
内

線
１
１
７
６
ま
で
。

　

手
話
通
訳
者
等
派
遣
事
業
に

お
け
る
市
登
録
手
話
通
訳
者
と

し
て
の
活
動
を
希
望
す
る
方
は
、

登
録
認
定
審
査
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

▽
対
象　

登
録
認
定
審
査
の
受

験
経
験
者
、
手
話
講
習
会
（
上

級
）
の
修
了
者
、
市
外
か
ら
の

転
入
者
で
手
話
通
訳
の
技
術
を

有
す
る
方
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る　

歳
以
上
の
方
（
高
等
学

１８

校
生
徒
は
除
く
）

▽
日
時　

３
月　

日
豸
午
前
９

１３

時　

分
か
ら

３０
▽
場
所　

市
役
所
会
議
棟

▽
審
査
内
容　

一
般
常
識
問
題
、

聞
き
取
り
手
話
通
訳
、
読
み
取

り
口
頭
通
訳

▽
費
用　

無
料

　

市
で
は
、
子
ど
も

と
大
人
が
一
緒
に
な

っ
て
遊
べ
る
機
会
と

し
て
「
子
ど
も
と
大

人
の
遊
び
体
験
塾
」

を
開
催
し
ま
す
。
こ

の
事
業
は
、
市
内
で

子
ど
も
た
ち
の
健
全

育
成
を
目
指
し
て
活

動
し
て
い
る
人
た
ち

に
よ
る
一
日
イ
ベ
ン

ト
で
す
。
当
日
は
、

午
前　

時
か
ら
中
央

１０

公
民
館
ホ
ー
ル
で
開

会
式
を
行
い
、
開
会

式
終
了
後
に
「
あ
そ

び
体
験
」
が
で
き
る

催
し
物
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時　

３
月
５
日

貍
午
前　

時
〜
午
後

１０

３
時

▽
場
所　

中
央
公
民

館▽
時
間
・
内
容
な
ど

下
表
の
と
お
り

▽
問
合
せ　

青
少
年

課
・
内
線
１
７
４
２

ま
で
。

子
ど
も
と
大
人
の 

　
　
　

遊
び
体
験
塾 

　

成
年
後
見
制
度
は
認
知
症
、

知
的
障
害
、
精
神
障
害
な
ど
の

理
由
で
判
断
能
力
が
不
十
分
な

方
の
権
利
と
財
産
を
守
る
制
度

で
す
。
成
年
後
見
人
等
の
支
援

者
が
、
本
人
に
代
わ
っ
て
契
約

を
結
ん
だ
り
、
不
動
産
や
預
貯

金
を
管
理
し
た
り
、
本
人
の
み

で
行
っ
た
不
利
益
な
契
約
な
ど

の
行
為
を
取
り
消
す
等
、
本
人

の
権
利
を
保
護
し
、
援
助
を
行

い
ま
す
。
こ
の
制
度
に
は
、
家

庭
裁
判
所
が
成
年
後
見
人
等
を

選
任
す
る
「
法
定
後
見
制
度
」

と
、
あ
ら
か
じ
め
本
人
が
任
意

後
見
人
を
選
ぶ
「
任
意
後
見
制

度
」
が
あ
り
ま
す（
下
表
参
照
）。

▽
法
定
後
見
制
度　

判
断
能
力

の
程
度
に
応
じ
て「
後
見
」「
保

佐
」「
補
助
」
が
あ
り
ま
す
。

▽
任
意
後
見
制
度　

十
分
な
判

断
能
力
が
あ
る
う
ち
に
、
あ
ら

か
じ
め
自
ら
選
ん
だ
代
理
人

（
任
意
後
見
人
）
と
契
約
を
結

ん
で
お
く
も
の
で
す
。

▽
相
談
窓
口

�
あ
ん
し
ん
東
大
和
（
社
会
福

祉
協
議
会
内
）
�　

―　

―
０

０４２

５９０

０
１
８

�
高
齢
者
ほ
っ
と
支
援
セ
ン

タ
ー
（
い
も
く
ぼ
�　

―　

―

０４２

５６３

ご
利
用
を 

　

考
え
て
み
ま
せ
ん
か 

成
年
後
見
制
度 

▽
認
定
審
査
合
格
者
の
登
録　

審
査
に
合
格
し
た
方
は
、
市
登

録
手
話
通
訳
者
と
し
て
登
録
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
市
登
録
手

話
通
訳
者
と
し
て
従
事
し
た
際

は
、
市
が
定
め
た
額
の
謝
礼
を

お
支
払
い
し
ま
す
。

▽
申
込
期
間　

２
月　

日
貂
〜

１６

３
月
８
日
貂

▽
申
込
み　

障
害
福
祉
課
・
内

線
１
１
２
３
ま
で
。

　

市
及
び
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら

れ
る
よ
う
、
高
齢
者
見
守
り
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
〜
大
き
な
和
〜
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
地

域
で
活
動
す
る
団
体
や
事
業
所

等
の
協
力
機
関
が
日
常
業
務
等

の
中
で
、
高
齢
者
の
「
ち
ょ
っ

と
し
た
異
変
」
に
気
づ
い
た
場

合
、
市
役
所
や
高
齢
者
見
守
り

ぼ
っ
く
す
へ
連
絡
を
い
た
だ
く

こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
高
齢
者

を
さ
り
げ
な
く
見
守
っ
て
い
く

も
の
で
す
。

　

１
月　

日
か
ら
、
次
の
事
業

２８

所
に
新
た
に
ご
協
力
い
た
だ
け

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▽
協
力
機
関

�
東
大
和
中
華
組
合

�
東
大
和
麺
類
組
合

�
飲
食
店
（
生
そ
ば
中
清
）

�
食
材
配
達
事
業
所
（
多
摩
き

た
生
活
ク
ラ
ブ
生
活
協
同
組

合
）

�
医
薬
品
等
販
売
（
ア
ル
フ
レ

ッ
サ
株
式
会
社
国
立
支
店
）

▽
問
合
せ　

高
齢
介
護
課
・
内

線
１
１
７
６
ま
で
。

高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

　

〜
大
き
な
和
〜
　

の 
　
　
協
力
機
関
が
増
え
ま
し
た 

平
成
　
年
度 

手
話
通
訳
者 

　

登
録
認
定
審
査 

２７ 

蜷
新
た
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る

　

機
関
の
皆
さ
ん

成年後見制度の種類

任意後見制度
法定後見制度

補助保佐後見

判断能力があ
る人

日常生活で判
断能力が不十
分な人

日常生活で判
断能力が著し
く不十分な人

日常生活で判
断能力が欠け
ているのが通
常の状態の人

対象者
（利用者本人）

任意後見人補助人保佐人成年後見人支援
する人

財産管理・
身上監護財産管理・身上監護仕事の

内容

本人との契約
で定めた行為

本人の同意を得たうえで、家
庭裁判所が定めた法律行為

本人が行う全
ての法律行為代理権

なし

本人の同意を
得たうえで、
家庭裁判所が
定めた法律行
為

法律上定めら
れた重要な行
為

日常生活に関
する行為（※）
以外の全ての
行為（取消権
のみ）

同意権
取消権

※日用品の購入、その他日常生活に関する行為

子どもと大人の遊び体験塾
※開会式は午前10時から、閉会式は午後3時から。中央公民館ホールにて。

開催場所時間内容（参加団体など）

玄関前広場

午前10時20分
～午後2時10分

紙ヒコーキを飛ばそう（カミヒコーキの会）

201会議室お手玉で遊びましょう（お手玉の会、岸名人）、
けん玉で遊びましょう（杉原名人）

202会議室カメラで遊ぼう、撮影からプリントアウトまで
（写真愛好会）※カメラ持参可、貸し出し有り。

203会議室親子できものを着てみましょう（きものと作法親
子教室）※きものはお貸しします。

204会議室おとをつくろう！おとであそぼう！手作り楽器
制作（ルロット・オーケストラ）

2階南側廊下大型絵本読み聞かせ教室（東大和市レクリエーシ
ョン研究会）、焼きそばの販売（井澤）

2階北側廊下
マンカラ名人に挑戦（飯田名人）、からくり人形（栗
田名人）、駄菓子屋10円コーナー（子どもゆう研究
所）、休憩所、お楽しみ景品交換所（本部企画）

視聴覚室午前10時50分
～午後1時30分紙コップタワーで遊ぼう（東大和子ども劇場）

3階和室1午後1時
～2時30分親子でお茶をいただきましょう（こども茶道教室）

301会議室午前10時20分
～正午親子でお茶をたてましょう（親子茶道教室）

302会議室午前10時20分
～午後2時10分健康マージャン教室（健康マ－ジャン同好会）

ステージ

午前10時15分
～11時

子どものダンス発表（清原ダンスクラブ）、華麗に
レクダンスを舞う（東大和レクダンスの会）

午後2時20分
～3時

手品発表、南京玉すだれ（平成の大道芸愛好会）、
生演奏体験ワークショップ（ルロット・オーケス
トラ）

ホール午前11時
～午後2時10分

吹き矢で健康（日本スポーツ吹き矢協会芋窪支
部）、ボッチャで遊ぼう（坂本）、東大和市発祥の
ラインクッブを体験（東京ラインクッブ協会）、レ
ク式体力検査（東大和市レクリエーション協会）

ホール前
ロビー

午前10時20分
～午後3時

さをり織物体験（東大和市レク研究会、のんき工
房）

中庭テント午前10時20分
～午後3時

バルーンアートに挑戦（市立第五中学校）、ルービ
ックキューブに挑戦（市立第二中学校）

※材料等がなくなり次第終了する場合があります。時間は目安です。
※体験コーナーの制作には材料費の実費をいただく場合があります。

　

図
書
館
で
は
、
館
内
利
用
者

端
末
に
よ
る
資
料
検
索
方
法
に

つ
い
て
の
講
習
会
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。

▽
日
時　

２
月　

日
貊
午
後
１

２６

時　

分
〜
２
時
及
び
午
後
３
時

３０

　

分
〜
４
時

３０※
講
習
内
容
は
同
じ
で
す
。

▽
場
所　

中
央
図
書
館
１
階
カ

ウ
ン
タ
ー
前
利
用
者
端
末
周
囲

▽
講
習
内
容

�
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
と
キ
ー
ボ

ー
ド
式
の
特
徴

�
タ
イ
ト
ル
・
人
物
名
で
検
索

す
る
コ
ツ

�
Ａ
Ｖ
資
料
・
雑
誌
を
検
索
す

る
コ
ツ　

ほ
か

▽
定
員　

各
回
４
人
程
度
（
当

日
先
着
順
）

▽
講
師　

中
央
図
書
館
職
員

▽
問
合
せ　

中
央
図
書
館
�　
０４２

―　

―
２
４
５
４
ま
で
。

５６４

◎
中
央
図
書
館 

館
内
利
用
者
端
末
の 

　
　
　
検
索
講
習
会 

　

平
成　

年
４
月
分
の
市
民
セ

２８

ン
タ
ー
・
公
民
館
施
設
利
用
の

抽
選
結
果
が
、
２
月　

日
豺
に

１５

公
表
と
な
り
ま
す
。

　

申
込
み
を
し
た
団
体
は
、
必

ず
抽
選
結
果
を
確
認
し
、
予
約

日
確
定
の
作
業
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
抽
選
結
果
の
確
認
等
の

作
業
に
は
利
用
者
番
号
、
パ
ス

ワ
ー
ド
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
予
約
日
確
定
を
行
わ

な
か
っ
た
当
選
枠
は
、
翌
月
の

１
日
午
前
０
時
に
自
動
で
取
り

消
し
と
な
る
た
め
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

▽
抽
選
結
果
の
確
認
及
び
予
約

日
確
定
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル　

下

表
の
と
お
り

▽
抽
選
結
果
の
確
認
方
法

公
共
施
設
予
約
・
案
内
シ

ス
テ
ム
内
で
確
認
す
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。
ま
た
、

抽
選
結
果
メ
ー
ル
の
受
信

を
希
望
す
る
方
は
、
利
用

者
登
録
に
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
を
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
予
約
日
の
確
定
方
法　

公
共
施
設
予
約
・
案
内
シ

ス
テ
ム
の「
予
約
の
確
認
」

か
ら
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

市
民
生
活
課

・
内
線
１
７
１
４
ま
た
は

施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
対
象

施
設
の
市
民
セ
ン
タ
ー
及

び
公
民
館
ま
で
。

市民センター・公民館 
平成28年4月分の施設利用 

抽選結果の確認と 
　予約日確定を 
　　　お願いします 

平成 28年 4月分の施設利用予約スケジュール
抽選結果の確認及び予約日確定の期間

2月15日豺午前1時～2月29日豺午後11時59分インターネット
2月15日豺～29日豺の午前9時～午後5時
※日曜日、休館日、祝日は除く。施設設置端末

予約日確定後の随時予約　※予約日確定を行わなかった当選枠の取り消し：3月1日貂午前0時
3月1日貂午前9時から ※24時間受付可インターネット
3月1日貂から。午前9時～午後5時
※日曜日、休館日、祝日は除く。施設設置端末

電話による随時予約
3月2日貉から。午前9時～午後5時 ※日曜日、休館日、祝日は除く。

図書館で不用になった雑誌をお譲りします 対象　市内在住・在勤・在学の方／期日　3月 2日貉～ 16日貉の開館日／時間　午前 10時～
午後 5時／場所　中央図書館 2階ロビー、会議室／問合せ　中央図書館� 042-564-2454 まで

�������������������������������������������
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み
の
り
福
祉
園
で
は
、
利
用

者
の
活
動
成
果
を
発
表
す
る
場

と
し
て
、
み
の
り
祭
を
開
催
し

ま
す
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
未
来
へ

は
ば
た
け
み
の
り
祭
」
で
す
。

　

利
用
者
に
よ
る
歌
や
踊
り
の

楽
し
い
舞
台
発
表
を
は
じ
め
、

書
道
・
陶
芸
等
の
作
品
展
示
や

市
内
共
同
作
業
所
に
よ
る
模
擬

店
、
自
主
製
作
品
の
販
売
も
行

い
ま
す
。

　

ま
た
、
保
護
者
や
職
員
も
一

緒
に
参
加
し
、
み
の
り
祭
を
盛

り
上
げ
て
い
く
企
画
も
用
意
し

て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
多
く
の
皆
さ
ん
に
お
越

し
い
た
だ
き
、
最
後
の
み
の
り

祭
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

※
（
仮
称
）
東
大
和
市
総
合
福

　

「
平
成　

年
度
明
る
い
選
挙

２７

啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」

に
出
展
し
て
い
た
だ
い
た
作
品

の
中
か
ら
、
当
市
の
審
査
で
選

ば
れ
た
小
・
中
学
生
の
作
品
を

展
示
し
ま
す
。

▽
期
間　

３
月
４
日
貊
〜　

日
１１

貊
（
月
曜
日
は
除
く
）

▽
日
時　

２
月　

日
貍
午
後
１

２７

時　

分
〜
３
時　

分
（
予
定
）

３０

３０

※
開
場
は
午
後
１
時　

分
で
す
。

１５

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
演
目
・
出
演
団
体　

「
あ
れ

あ
れ
あ
れ
れ
�
」：

あ
り
ん
こ
、

「
ね
ず
み
の
す
も
う
」：

み
っ

※
４
日
貊
は
午
後
１
時
か
ら
、

　

日
貊
は
正
午
ま
で
と
な
り
ま

１１す
。

▽
場
所　

中
央
公
民
館
２
階
ロ

ビ
ー

▽
入
選
者
（
敬
称
略
）

�
二
小：

上
岡
三
倖
（
東
京
都

入
選
）

�
六
小：

松
本
一
杜

�
八
小：

酒
詰
美
優

�
十
小：

伊
藤
崚
佑
、大
野
凜
、

近
藤
葉
流
、
杉
浦
結
衣
、
中
澤

▽
期
日
・
場
所　

３
月
２
日
貉

は
湖
畔
集
会
所
、
３
月
９
日
貉

は
清
水
集
会
所
、
３
月　

日
貂

１５

は
む
こ
う
は
ら
児
童
館
、
３
月

　

日
貉
は
仲
原
集
会
所

２３▽
時
間　

各
回
と
も
午
前　

時
１０

■
南
街
公
民
館
ま
つ
り
「 

と

輝
く
南
街
公
民
館
ま
つ
り
」

　

南
街
公
民
館
で
活
動
し
て
い

る
グ
ル
ー
プ
の
日
頃
の
活
動
成

果
を
展
示
・
発
表
し
ま
す
。
式

典
時
の
手
話
通
訳
を
希
望
す
る

方
は
、
２
月　

日
貊
ま
で
に
南

２６

街
公
民
館
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
問
合
せ　

南
街
公
民
館
�　
０４２

―　

―
２
７
７
１
ま
で
。

５６４
■
人
形
村
の
な
か
ま
た
ち

　

市
内
で
活
動
し
て
い
る
人
形

劇
サ
ー
ク
ル
の
公
演
で
す
。
動

物
た
ち
が
、
子
ど
も
た
ち
に
夢

い
っ
ぱ
い
の
す
て
き
な
お
話
を

届
け
ま
す
。
今
年
は　

周
年
を

２５
さ
ん
さ
ん

　
３３

　

分
〜　

時　

分

３０

１１

４５

※
当
日
直
接
会
場
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
子
ど

も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
�　

―
０４２

　

―
３
６
５
１
ま
で
。

５６５

記
念
し
、
ゲ
ス
ト
に
市
内
合
奏

サ
ー
ク
ル「
レ
ッ
ツ
５
―
ラ
ス
」

さ
ん
も
お
招
き
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
贈
さ

れ
た
ひ
な
人
形
を
展
示
し
ま
す
。

ま
た
、
手
工
芸
連
盟
や
市
民
グ

ル
ー
プ
「
布
あ
そ
び　

ぱ
れ
っ

と
」
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

手
作
り
の
ひ
な
飾
り
も
あ
わ
せ

て
展
示
し
ま
す
。

▽
日
時　

２
月　

日
貍
〜
３
月

２０

６
日
豸
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▽
場
所　

郷
土
博
物
館
企
画
展

示
室

▽
休
館
日　

月
曜
日

◎
企
画
展
示
関
連
イ
ベ
ン
ト
〜

手
作
り
講
座
「
ひ
な
人
形
を
作

ろ
う
」（
事
前
申
込
制
）

　

「
布
あ
そ
び　

ぱ
れ
っ
と
」

会
員
の
指
導
で
、
か
わ
い
ら
し

い
ひ
な
人
形
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時　

２
月　

日
貍
・　

日

２７

２８

豸
午
後
１
時　

分
か
ら
（
２
時

３０

間
程
度
）。ど
ち
ら
の
回
も
同
じ

作
品
を
作
り
ま
す
。

▽
場
所　

郷
土
博
物
館
会
議
室

▽
募
集
人
数　

各
回　

人
程
度

２０

▽
費
用　

実
費
一
、
〇
〇
〇
円

▽
持
ち
物　

裁
縫
道
具

�
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

郷
土
博
物
館
�　

―　

―
４
８

０４２

５６７

０
０
ま
で
。

◎
郷
土
博
物
館 

企
画
展
示 

「
ひ
な
ま
つ
り
」 

愛
姫
、
二
階
堂
彩
愛
、
松
本
彩

花�
一
中：

小
池
花
、
櫻
井
希
、

中
村
明
希

�
三
中：

植
田
華

�
五
中：

川
口
帆
乃
花
、
篠
原

美
優
里
、
牧
田
麗
華
、
五
十
嵐

未
菜
、
一
又
夕
楠
、
三
浦
小
晴

▽
問
合
せ　

選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
・
内
線
１
５
９
２
ま

で
。

◎
「
か
る
が
も
一
時
保
育
室
」

の
新
年
度
利
用
申
請
を
受
け
付

け
ま
す

　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

「
か
る
が
も
」
で
は
、
平
成　
２８

年
度
の
一
時
保
育
利
用
申
請
の

受
付
を
開
始
し
ま
す
。

▽
受
付
開
始
日　

２
月　

日
豺

１５

午
後
１
時
か
ら

▽
受
付
場
所　

子
ど
も
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー

※
申
請
書
は
子
ど
も
家
庭
支
援

セ
ン
タ
ー
、子
育
て
支
援
課（
市

役
所
１
階
）
で
配
布
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
公
民
館
、
児
童
館
、

市
民
セ
ン
タ
ー
に
置
い
て
い
る

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
の

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
も
、
申
請
書

を
挟
み
込
ん
で
い
ま
す
。

◎
３
月
の
出
張
か
る
が
も
ひ

ろ
ば

　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

「
か
る
が
も
」
で
は
、
担
当
保

育
士
が
集
会
所
な
ど
に
出
張
し
、

親
子
で
手
遊
び
や
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
、
参
加
者
同
士
の
情
報

交
換
な
ど
を
行
う
「
出
張
か
る

が
も
ひ
ろ
ば
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

育
児
や
子
ど
も
の
発
達
な
ど

の
ご
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

▽
対
象　

３
歳
ま
で
の
乳
幼
児

と
そ
の
保
護
者

子ども家庭支援センター 

「かるがも」からの 

お知らせ 

く
す
じ
ゅ
ー
す
、「
お
お
か
み
チ

ビ
太
の
わ
る
わ
る
修
行
」：

ス
プ

ー
ン
お
ば
さ
ん

▽
定
員　
　

人
（
当
日
直
接
会

２００

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
）

▽
問
合
せ　

中
央
公
民
館
�　
０４２

―　

―
２
４
５
１
ま
で
。

５６４

み
の
り
祭 

明
る
い
選
挙 

啓
発
ポ
ス
タ
ー
展 

祉
セ
ン
タ
ー
の
開
設
に
伴
い
、

み
の
り
福
祉
園
は
９
月
末
に
閉

園
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
回
が
最
後
と
な
り
ま
す
。
駐

車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
日
時　

２
月　

日
貍
午
後
１

２７

時
〜
５
時

▽
場
所　

み
の
り
福
祉
園

▽
問
合
せ　

み
の
り
福
祉
園
�

　

―　

―
１
３
８
１
、
フ
ァ
ク

０４２

５６４

ス　

―　

―
１
３
８
２
ま
で
。

０４２

５６４

　

市
内
の
史
跡
や
寺
社
仏
閣
な

ど
を
含
ん
だ
コ
ー
ス
を
、
観
光

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
説
明

を
聞
き
な
が
ら
散
策
す
る
ま
ち

歩
き
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
す
。

　

コ
ー
ス
は
約
５
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
で
す
。

▽
日
時　

３
月
６
日
豸
午
後

１
時
〜
４
時

※
雨
天
中
止

▽
集
合
場
所　

奈
良
橋
市
民
セ

ン
タ
ー

▽
解
散
場
所　

郷
土
博
物
館　

▽
内
容　

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、

市
内
の
コ
ー
ス
を
散
策
し
ま
す
。

見
学
場
所
の
郷
土
博
物
館
で
は
、

常
設
展
示
の
ほ
か
に
、
つ
る
し

雛
（
人
形
）
な
ど
の
特
別
展
示

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▽
定
員　
　

人
３０

▽
参
加
費　

無
料　

▽
申
込
期
間　

２
月　

日
貂
〜

１６

　

日
豺

２９※
定
員
に
な
り
次
第
受
付
を
終

了
し
ま
す
。

▽
申
込
み　

産
業
振
興
課
・
内

線
１
０
７
４
ま
で
。

ま
ち
歩
き
ツ
ア
ー 

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

　
　
　
　

ガ
イ
ド
付
き 

　

地
域
に
あ
る
歴
史
、
文
化
、

自
然
な
ど
の
観
光
資
源
に
つ
い

て
知
識
を
深
め
、
東
大
和
の
魅

力
を
広
め
る
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
の
養
成
を
目
的
と
し

た
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▽
対
象　

２
日
間
共
に
参
加
で

き
、
市
内
を
案
内
す
る
観
光
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
活
動
に

関
心
が
あ
る
方

▽
日
時　

２
月　

日
貍
・
３
月

２７

　

日
貍
午
前　

時
〜
午
後
４
時

１２

１０

　

分
（
全
２
回
）

３０▽
内
容　

市
内
観
光
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ガ
イ
ド
の
養
成
を
目
的
と

し
て
、
座
学
（
講
義
）
と
ま
ち

歩
き
（
実
施
）
で
学
習
し
ま
す
。

詳
し
く
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
定
員　
　

人
（
申
込
順
）

３０

▽
講
師　

第
１
回
は
小
川
雅
義

氏
、
第
２
回
は
安
島
喜
一
氏

▽
申
込
期
間　

２
月　

日
貂
〜

１６

　

日
豺

２２▽
申
込
み　

産
業
振
興
課
・
内

線
１
０
７
４
ま
で
。

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

　
ガ
イ
ド
養
成
講
座 

公
民
館
の
催
し
物
の 

　
　
　
　
　
　

ご
案
内 

南街公民館まつりの内容・時間
3月5日貍

開会式　午前10時～10時30分
展示　午前10時～午後4時
発表　午前10時30分～午後4時30分
地域交流イベント　午前10時30分～11時（市立第
二小学校和太鼓クラブ・擽鼓会）
特別イベント　午後0時30分～1時（東大和元気ゆう
ゆう体操）、午後1時～1時30分（次元バス楽団：東
大和市及びちょこバスを愛するアマチュアバンドの
パフォーマンス）

3月6日豸

展示　午前10時～午後3時30分
発表　午前10時～午後2時30分
地域交流イベント　午前10時～10時30分（市立第
二中学校吹奏楽部）
他館交流事業　午前11時30分～正午〔ADS（蔵敷
公民館利用グループ）によるヒップホップダンス〕
不用食器の回収とリユース　午前10時～午後2時
（NPO法人東大和ごみレスクラブ）※食器は洗って、
1階児童集会室にお持ちください）　
閉会式・ビンゴ大会　午後2時30分～3時30分

3月5日・6日両日 

模擬店　午前10時30分～売切れ次第終了〔チケット
（おでん、おにぎり、今川焼）は、当日販売します。
ほかに鉢花販売、福祉作業所の出店もあります〕
おもちゃ修理（東大和トイクリニック）　展示時間内
に壊れたおもちゃをお持ちください。ただし、部品
代がかかる場合があります。

第 2回外国人と市民との交流会
　CROSS CULTURAL FESTIVAL

おしゃべり・ゲームなどをしながら、一緒に楽しい時間を過ごしましょう！
All Nationalities and Citizens are greatly welcome to the joyous event.　

日時：2月28日（日）午後1時～4時
Date：February 28th（sun）
Time：1：00pm～4：00pm　
場所：中央公民館ホール
Place：Chuo Kominkan Hall　
プログラム（Program）
日本舞踊（Japanese Dancing）、和太鼓（Japanese Drumming）、南京玉す
だれ（Nankin Tamasudare）、タイ舞踊（Thai Dancing）、盆踊り（Bon festival 
dancing）、習字（Calligraphy）、民族衣装試着（Native Garb）、折り紙（Origami）、
生け花（Flower Arrangement）、おやつ（Snacks）、ビンゴゲーム（Bingo Game）

主催：蔵敷公民館�042-566-0551
Sponsored by： Zoshiki Kominkan
協力：日本語の会、にほんご友の会
Cooperated by：NIHONGO NO KAI and NIHONGO TOMO NO KAI

公共施設等に関する簡単アンケート 玉川上水駅北側そばにある東大和市ふれあい広場で、シールを使った簡単なアンケートを実施しま
す。期間は 3月 2日貉までです。開業時間は正午から午後 6時まで／問合せ　企画課・内線 1425 まで
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■
結
核
住
民
検
診

　

市
内
在
住
の　

歳
以
上
の
方

６５

（
平
成　

年
３
月　

日
貅
ま
で

２８

３１

に　

歳
に
な
る
方
も
含
む
）
／

６５
２
月　

日
貂
／
受
付
時
間：

午

２３

前
９
時　

分
〜　

時　

分
、
撮

１５

１０

４５

影
時
間：

午
前
９
時　

分
か
ら

３０

／
場
所　

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー

※
事
前
申
込
不
要
。
当
日
直
接

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
１
年
度
（
４
月
〜
翌
年
３
月
）

の
間
に
１
回
と
な
り
ま
す
。
平

成　

年
４
月
以
降
に
受
診
し
た

２７
方
は
、
平
成　

年
４
月
以
降
の

２８

検
診
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
検
診
車
に
よ
る
レ
ン
ト
ゲ
ン

撮
影
で
す
。
既
に
肺
が
ん
検
診

を
受
診
し
た
方
や
こ
れ
か
ら
予

定
し
て
い
る
方
は
、
重
複
し
た

レ
ン
ト
ゲ
ン
線
照
射
と
な
り
ま

す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
子
ど
も
予
防
接
種
週
間
〜
３

月
１
日
か
ら
７
日
ま
で

　

日
本
医
師
会
、
日
本
小
児
科

医
会
、
厚
生
労
働
省
の
主
催
で

す
。
ワ
ク
チ
ン
で
防
ぐ
こ
と
の

で
き
る
感
染
症
か
ら
、
子
ど
も

た
ち
を
救
い
ま
し
ょ
う
。

　

予
防
接
種
は
、
免
疫
力
を
つ

け
て
感
染
症
に
か
か
り
に
く
く

し
た
り
、
重
症
化
を
防
ぐ
目
的

で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
人
が
、
予
防
接
種
に

よ
っ
て
免
疫
を
持
つ
こ
と
は
、

自
分
自
身
を
守
る
だ
け
で
な
く
、

病
気
や
治
療
の
た
め
に
予
防
接

種
を
受
け
ら
れ
な
い
人
を
、
感

染
症
か
ら
守
る
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　

母
子
健
康
手
帳
の
予
防
接
種

記
録
を
確
認
し
、
受
け
忘
れ
て

い
る
も
の
は
、
早
め
に
接
種
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
現
在
実
施
さ
れ
て
い
る
定
期

予
防
接
種
の
対
象
年
齢
（
月
齢
）

と
接
種
回
数

�
ヒ
ブ
感
染
症
、
小
児
肺
炎
球

菌
感
染
症：

生
後
２
か
月
以
上

５
歳
未
満
／
４
回

�
４
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・

百
日
せ
き
・
ポ
リ
オ
・
破
傷

風
）：

生
後
３
か
月
以
上
７
歳

６
か
月
未
満
／
４
回

�
Ｂ
Ｃ
Ｇ：

生
後
５
か
月
以
上

　

か
月
未
満
／
１
回

１２�
Ｍ
Ｒ
（
麻
し
ん
・
風
し
ん
混

合
）
１
期：

生
後　

か
月
以
上

１２

　

か
月
未
満
／
１
回

２４�
Ｍ
Ｒ
（
麻
し
ん
・
風
し
ん
混

合
）
２
期：

平
成　

年
４
月
２

２１

日
〜
平
成　

年
４
月
１
日
生
ま

２２

れ
の
方
／
１
回

※
接
種
期
限
は
平
成　

年
３
月

２８

　

日
貅

３１�
水
痘：

１
歳
以
上
３
歳
未
満

で
水
痘
に
か
か
っ
た
こ
と
が
無

い
方
／
２
回

�
日
本
脳
炎
１
期：

３
歳
以
上

７
歳
６
か
月
未
満
、
ま
た
は
平

成
７
年
４
月
２
日
〜
平
成　

年
１９

４
月
１
日
生
ま
れ
で　

歳
未
満

２０

の
方
／
３
回

�
日
本
脳
炎
２
期：

平
成
７
年

４
月
２
日
〜
平
成　

年
４
月
１

１９

日
生
ま
れ
で　

歳
未
満
／
１
回

２０

※
よ
り
効
果
的
な
免
疫
を
獲
得

す
る
に
は
、
１
期
終
了
か
ら
５

年
以
上
あ
け
る
方
が
よ
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

�
２
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・

破
傷
風
）：

　

歳
以
上　

歳
未

１１

１３

満
／
１
回

▽
積
極
的
勧
奨
の
差
し
控
え
と

な
っ
て
い
る
定
期
予
防
接
種

�
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症（
子
宮
頸
が
ん
）：

中
学

１
年
生
〜
高
校
１
年
生
に
相
当

す
る
年
齢
の
女
性
／
３
回

※
平
成　

年
６
月
以
降
、
国
の

２５

通
知
に
基
づ
き
、
予
防
接
種
の

ご
案
内
及
び
勧
奨
を
中
止
し
て

い
ま
す
。接
種
に
あ
た
っ
て
は
、

予
防
接
種
の
効
果
や
副
反
応
等

に
つ
い
て
、
よ
く
医
師
の
説
明

を
受
け
、
理
解
し
た
う
え
で
接

種
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
予
防
接
種
予
診
票

�
東
大
和
市
に
転
入
し
た
方

�
紛
失
等
で
東
大
和
市
の
予
診

票
を
持
っ
て
い
な
い
方

　

前
住
所
地
で
発
行
し
た
予
診

票
は
、
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
東
大
和
市
が
発
行
し

た
予
診
票
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

予
防
接
種
の
予
診
票
発
行
に

は
、
母
子
健
康
手
帳
を
確
認
す

る
た
め
、
窓
口
で
手
続
き
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
母
子
健

康
手
帳
を
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。　

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
市
立

保
健
セ
ン
タ
ー
�　

―　

―
５

０４２

５６５

２
１
１
ま
で
。

病院？救急車？迷ったら �「＃ 7119」～救急相談センターへ！～／問合せ　北多摩西部消防署 � 042 － 565 － 0119へ

■
初
め
て
の
離
乳
食
講
習
会

（
４
〜
６
か
月
）

　

生
後
４
〜
６
か
月
の
乳
児
の

保
護
者
／
３
月
２
日
貉
午
後
１

時　

分
〜
３
時
／
場
所　

市
立

３０
保
健
セ
ン
タ
ー
／　

人
（
申
込

２０

順
。
２
月　

日
貂
か
ら
受
付
開

１６

始
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

電
子
申
請
で
も
受
け
付
け
ま
す
）

／
離
乳
食
の
進
め
方
・
作
り
方

の
話
、
試
食
（
保
護
者
の
み
）

／
母
子
健
康
手
帳
、筆
記
用
具
、

お
ん
ぶ
ひ
も
ま
た
は
だ
っ
こ
ひ

も■
育
児
相
談
会
〜
さ
く
ら
ん
ぼ

グ
ル
ー
プ
〜

　

双
子
や
三
つ
子
と
そ
の
家
族

の
方
（
妊
婦
の
方
や
保
護
者
の

み
の
参
加
も
歓
迎
）
／
２
月　
２４

日
貉
午
前
９
時　

分
〜　

時
／

３０

１１

場
所　

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
／

子
育
て
に
つ
い
て
情
報
交
換
し

ま
し
ょ
う
／
母
子
健
康
手
帳
／

当
日
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

■
育
児
相
談
会
〜
か
ん
が
る
ー

グ
ル
ー
プ

　

小
さ
く
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん

及
び
発
達
に
不
安
や
心
配
を
抱

え
て
い
る
家
族
（
保
護
者
の
み

の
参
加
も
で
き
ま
す
）
／
２
月

　

日
貊
午
前
９
時　

分
〜　

時

２６

３０

１１

／
場
所　

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー

／
子
育
て
の
情
報
交
換
や
小
児

科
医
と
の
相
談
が
で
き
ま
す
／

母
子
健
康
手
帳
／
当
日
直
接
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
女
性
の
い
き
い
き
健
康
教
室

〜
骨
盤
底
筋
を
き
た
え
ま
し
ょ

う
〜

　

筋
肉
は
出
産
や
加
齢
に
よ
っ

て
緩
み
や
す
く
な
り
ま
す
。
早

め
に
ケ
ア
し
ま
し
ょ
う
。

　

市
内
在
住
の　

歳
未
満
の
女

６５

性
／
３
月
９
日
貉
午
後
１
時　
３０

分
〜
４
時
／
場
所　

市
立
保
健

セ
ン
タ
ー
／　

人
（
申
込
順
）

２０

／
保
健
師
の
話
と
体
操
の
実
技

／
健
康
手
帳
（
お
持
ち
の
方
）、

筆
記
用
具
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

／
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

■
女
性
の
た
め
の
健
康
相
談

　

女
性
の
た
め
の
か
ら
だ
や
心

の
健
康
に
関
す
る
相
談
を
女
性

医
師
が
お
受
け
し
ま
す
。

　

３
月　

日
貅
午
前　

時
〜
正

１０

１０

午（
事
前
申
込
制
）／
場
所　

市

立
保
健
セ
ン
タ
ー

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

こ
こ
ろ
に
不
安
や
悩
み
の
あ

る
方
及
び
そ
の
家
族
／
３
月
２

日
貉
午
前　

時
〜
正
午
（
事
前

１０

申
込
制
）
／
場
所　

市
立
保
健

セ
ン
タ
ー
／
専
門
の
医
師
に
よ

る
相
談

�
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
�　

―　
０４２

５６５

―
５
２
１
１
ま
で
。

□
介
護
家
族
の
会
「
し
ゃ
ぼ
ん

玉
」（
ま
め
の
会
）
／
高
齢
者
を

介
護
し
て
い
る
方
、
経
験
者
他

／
２
月　

日
午
前　

時
〜　

時

２１

１０

１１

　

分
／
■場
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
え
ん

４５ど
う
ま
め
／
前
半
は
介
護
の
情

報
交
換
、
後
半
は
「
笑
い
ヨ
ガ
」

で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
（
笑
い
ヨ
ガ

の
み
の
参
加
も
可
）
／
■費
 
　

円
１００

（
お
茶
代
）／
■申
 

「
笑
い
ヨ
ガ
」

の
み
２
月　

日
ま
で
に
デ
イ
サ

２０

ー
ビ
ス
え
ん
ど
う
ま
め　

―　
０４２

５６５

―
９
７
７
８
へ
。

□
参
加
・
体
験
・
感
動
！
ふ
れ

あ
い
こ
ど
も
ま
つ
り
（
ふ
れ
あ

い
こ
ど
も
ま
つ
り
東
大
和
地
域

実
行
委
員
会
）
／
２
月　

日
午

２１

前　

時
〜
午
後
５
時
／
■場
ハ
ミ

１０
ン
グ
ホ
ー
ル
／
定
員
は
作
品
に

よ
り
異
な
り
ま
す
（
申
込
順
）

／
３
歳
か
ら
楽
し
め
る
舞
台
作

品
や
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
／

■費
 
　

円
〜
二
千
五
百
円
／
■問
 

東

５００
大
和
子
ど
も
劇
場　

―　

―
８

０４２

５６３

９
３
４

□
介
護
者
の
つ
ど
い
（
介
護
者

の
つ
ど
い
東
大
和
）
／
介
護
中

の
方
等
／
①
３
月
２
日
②
３
月

　

日
い
ず
れ
も
午
後
１
時　

分

１７

３０

〜
３
時　

分
／
■場
①
や
ま
と
苑

３０

別
館
会
議
室
②
仲
原
集
会
所
／

介
護
の
悩
み
や
疑
問
な
ど
の
情

報
交
換
／
■費
 
　

円
（
参
加
費
）

１００

／
■問
 

田
村　

―
５
３
０
８
―
６

０９０

６
３
８

□
映
画「
風
は
生
き
よ
と
い
う
」

上
映
会
＆
ト
ー
ク
（「
風
は
生
き

よ
と
い
う
」
東
大
和
上
映
実
行

委
員
会
）
／
３
月　

日
午
後
７

１２

時
〜
９
時　

分
／
■場
ハ
ミ
ン
グ

１０

ホ
ー
ル
／　

人
（
定
員
に
な
り

３００

次
第
終
了
）
／
呼
吸
器
を
使
い
、

地
域
で
生
活
す
る
人
々
の
物
語

／
■講
 

映
画
出
演
者
と
監
督
／
■費
 

前
売
り
千
二
百
円
、
障
害
者
等

割
引
千
円
、
当
日
売
り
千
五
百

円
／
■問
 

Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｅ
（
パ
ー
チ
ェ
）

　

―　

―
６
３
７
５

０４２

８４３

□
野
火
止
用
水
公
開
学
習
会

（
玉
川
上
水
分
水
網
を
世
界
遺

産
へ
東
大
和
実
行
委
員
会
）
／

２
月　

日
午
前　

時
〜
正
午
／

２７

１０

■場
中
央
公
民
館
／
■問
 

空
堀
川
を

考
え
る
会
小
倉　

―
５
４
６
７

０７０

―
６
８
６
０

□
自
彊
術
会
員
募
集
（
十
文
字

自
彊
術
ビ
オ
ラ
）
／
一
般
成
人

女
性
／
毎
週
火
曜
日
午
前　

時
１０

〜　

時　

分
／
■場
桜
が
丘
市
民

１１

４５

セ
ン
タ
ー
／
全
身
を
動
か
し
年

齢
に
関
係
な
く
で
き
る
健
康
体

操
／
■入
 

千
円
／
■月
 

二
千
円
／
■問
 

石
川　

―　

―
２
４
６
８

０４２

５６６

□
自
衛
官
募
集
①
自
衛
隊
幹
部

候
補
生
（
一
般
）
②
自
衛
隊
幹

部
候
補
生（
歯
科
・
薬
剤
）③
予

備
自
衛
官
補（
一
般
・
技
能
）／

応
募
資
格　

①
大
卒
程
度
試
験

は　

歳
以
上　

歳
未
満
で
大
学

２２

２６

卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る
方

（　

歳
未
満
は
大
学
卒
業
見
込

２２
み
を
含
む
）、
院
卒
者
試
験
は

　

歳
以
上　

歳
未
満
で
修
士
課

２０

２８

程
修
了
者
等
②
歯
科
は　

歳
以

２０

上　

歳
未
満
、
薬
剤
は　

歳
未

３０

２８

満
で
、
大
学
に
お
い
て
正
規
の

歯
学
・
薬
学
の
課
程
を
修
め
て

卒
業
し
た
方
（
以
上
の
年
齢
は

平
成　

年
４
月
１
日
現
在
）
③

２９

一
般
は　

歳
以
上　

歳
未
満
の

１８

３４

方
、
技
能
は　

歳
以
上
で
保
有

１８

す
る
技
能
に
応
じ　

〜　

歳
未

５３

５５

満
の
方
（
平
成　

年
７
月
１
日

２８

現
在
）
／
受
付
期
限　

①
②
５

月
６
日
③
４
月
８
日（
締
切
日

必
着
）／
試
験
日　

①
②
５
月

　

日
③
４
月　

日
〜　

日
の
い

１４

１５

１９

ず
れ
か
１
日
を
指
定
／
■問
 

防
衛

省
国
分
寺
募
集
案
内
所　

―　
０４２

３２４

―
１
０
１
０

※
凡
例　

■場
場
所
、
■講
 

講
師
、

■費
 

費
用（
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
）、

■入
 

入
会
金
、
■月
 

月
会
費
、
■持
 

持

ち
物
、
■問
 

問
合
せ
、
■申
 

申
込
み

��������������������������������������������������������������������������

　

東
大
和
市
で
は
、
高
額
な
特

定
不
妊
治
療
費
（
体
外
受
精
及

び
顕
微
授
精
）
を
受
け
る
方
に

対
し
て
、
経
済
的
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
、
東
京
都
が
実
施
し

て
い
る
特
定
不
妊
治
療
費
助
成

制
度
に
加
え
、
治
療
費
の
一
部

を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、平
成　

年
４
月
か
ら
、

２７

東
京
都
特
定
不
妊
治
療
費
助
成

制
度
の
「
精
巣
内
精
子
生
検
採

取
法
等
に
係
る
医
療
費
助
成
」

が
開
始
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

そ
の
助
成
を
同
時
に
受
け
た
方

に
お
い
て
も
、
現
行
制
度
の
特

定
不
妊
治
療
の
助
成
額
に
加
え
、

３
万
円
を
上
限
と
し
て
助
成
し

て
い
ま
す
。

　

助
成
対
象
者
は
、
東
京
都
特

定
不
妊
治
療
の
助
成
承
認
決
定

を
受
け
た
市
民
の
方
で
す
。

▽
申
請
に
必
要
な
書
類　

東
京

都
特
定
不
妊
治
療
の
決
定
通
知

の
写
し
、
特
定
不
妊
治
療
費
助

成
事
業
受
診
等
証
明
書
の
写
し
、

特
定
不
妊
治
療
に
係
る
領
収
書

の
写
し
、
住
民
票
の
写
し
、
振

込
口
座
の
口
座
番
号
と
口
座
名

義
人
等
を
確
認
で
き
る
書
類
、

申
請
者
の
印
鑑

※
申
請
書
等
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

※
詳
細
は
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

市
立
保
健
セ
ン
タ

ー
�　

―　

―
５
２
１
１
ま
で
。

０４２

５６５

特
定
不
妊
治
療
費
の
助
成 
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〈
一
般
書
〉

�
漁
師
と
水
産
業　

漁
業
・

養
殖
・
流
通
の
秘
密

 　
　
 　

小
松 
正
之 
監
修

�
あ
な
た
は
見
え
な
い
と
こ

ろ
で
愛
さ
れ
て
い
る

 　
　
　
　
　
 
郡 
美
矢 
著

�
親
の
「
老
い
」
を
受
け
入

れ
る

長
尾 
和
宏
・　
　
　

　
　
　

丸
尾 
多
重
子 
共
著

�
イ
ン
ド
ア
・
グ
リ
ー
ン

　
　

エ
フ
ジ
ー 
武
蔵 
編
著

〈
児
童
書
〉

�
チ
ポ
ロ

　
　
　
　
　

菅
野 
雪
虫 
著

�
こ
え
だ
の
と
う
さ
ん　
　

ド
ナ
ル
ド
ソ
ン , 　
　
　

           
ジ
ュ
リ
ア 
作

�
ア
ン
リ
・
ル
ソ
ー

マ
ー
ケ
ル , 　
　
　

           
ミ
シ
ェ
ル 
著

ほ
ん
ほ
ん
・
本
・
Ｂ
ｏ
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ 

ほ
ん
・
本
・
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ 

電
話
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
予
約
で
き
ま
す
。

お
問
合
せ
は
、
中
央
図
書
館
�　

―　

―
２
４
５
４
ま
で
。

０４２

５６４

◎
図
書
館
の
新
着
資
料
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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周術期口腔機能管理について　
　周術期口腔機能管理（以下、周術期口腔
管理）の言葉が日本中で使われはじめたの
は平成２４年頃です。平成２３年「がん対策
推進基本計画」（厚生労働省施策）には、「歯
科医師による口腔管理を含めた他職種の
方々と連携を行い、がん治療の質の向上を
図る」と書いてあります。
　周術期口腔管理とは何か。簡単に言いま
すと、全身麻酔下での手術予定の患者さん
が手術前に歯科医院に行き、口の中をきれ
いにしてもらうことです。周術期口腔管理
には口の中の治療も予防も含まれます。
　周術期口腔管理が必要なのは、がん手術、
放射線治療、がん化学療法、心臓手術、臓
器移植手術などです。がん等の手術前に周
術期口腔管理によって口の中の清潔を保
つと、手術前・中・後の口腔感染を防ぎ、
手術中の事故が予防できます。 誤  嚥 性肺炎

ご えん

などの術後合併症を抑制でき、病気の治り
がよくなります。がん等の術後、放射線治
療後、がん化学療法後に合併症に苦しむこ
とが少なくなります。
　具体的方法ですが、患者さんの口腔状態
に合わせ、歯、舌、口の粘膜などの専門的
な口腔清掃、保湿、場合によっては摂食・
 嚥  下 機能訓練や 経口 摂取の支援などをし
えん げ けいこう

ます。動揺歯の抜歯や仮の歯の固定、虫歯
の治療、入れ歯の製作などの治療を行うこ
とも欠かせません。がん治療により体力低
下した状況で感染源になる可能性のある
歯なら、仮に痛みなどなくても抜歯をする
こともあります。患者さんにはメリットば
かりです。さらに入院期間の減少の可能性
もあります。患者さんの負担が減り、治療
の成果があがることになります。これを
「術後の予後がいい（手術の治りがよい）」
といいます。患者さんはQOL（生活の質）を
保った生活や療養ができるようになります。

一般社団法人東大和市歯科医師会

市税・国民健康保険税はコンビニエンスストア及びモバイルレジで納付できます／問合せ　納税課・内線 1041 まで

■
ハ
ン
セ
ン
病
に
か
か
っ
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
〜
補
償
金

の
申
請
手
続
期
限
が
迫
っ
て
い

ま
す
〜

　

過
去
に
ハ
ン
セ
ン
病
に
か
か

っ
た
こ
と
が
あ
る
方
に
は
、
国

か
ら
補
償
金
（
和
解
一
時
金
）

が
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
（
既
に

亡
く
な
ら
れ
た
方
も
対
象
と
な

り
ま
す
）。

　

お
手
続
き
の
期
限
は
平
成　
２８

年
３
月　

日
貅
で
す
。詳
細
は
、

３１

厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
／
厚
生
労
働

省
難
病
対
策
課
�　

―
５
２
５

０３

３
―
１
１
１
１
へ
。

■
医
療
券
（
気
管
支
ぜ
ん
息
）

の
更
新
を
お
忘
れ
な
く

　

認
定
期
間
満
了
後
も
引
き
続

き
助
成
を
受
け
る
た
め
に
は
更

新
手
続
き
が
必
要
で
す
。

�
書
類
は
有
効
期
間
満
了
の
約

２
か
月
前
に
お
送
り
し
ま
す
。

※
書
類
が
届
か
な
い
場
合
は
、

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
に

備
え
て
あ
り
ま
す
の
で
、
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

�
有
効
期
間
満
了
の
約
１
か
月

前
に
、
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
で

更
新
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

歳
以
上
の
方
は
、
有
効
期

１８
間
満
了
ま
で
に
更
新
手
続
き
を

行
わ
な
い
場
合
、
資
格
喪
失
と

な
り
、
再
度
認
定
を
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
。

◎
東
京
都
大
気
汚
染
医
療
費
助

成
制
度

　

一
定
の
要
件
を
満
た
す
方
に

対
し
て
、
認
定
さ
れ
た
疾
病
の

治
療
に
要
し
た
医
療
費
の
う
ち
、

保
険
適
用
後
の
自
己
負
担
額
を

助
成
し
ま
す
。

対
象　

次
の
①
〜
⑤
の
要
件
を

全
て
満
た
す
方　

①　

歳
未
満

１８

（　

歳
以
上
の
方
の
新
規
申
請

１８
の
受
付
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
）

②
気
管
支
ぜ
ん
息
・
慢
性
気
管

支
炎
・
ぜ
ん
息
性
気
管
支
炎
・
肺

気
し
ゅ
（
こ
れ
ら
の
続
発
性
を

含
む
）
に 
罹
患 
し
て
い
る
③
都

り

か

ん

内
に
引
き
続
き
１
年
（
３
歳
未

満
は
６
か
月
）
以
上
住
所
を
有

す
る（
都
内
住
民
登
録
が
必
要
）

④
健
康
保
険
等
に
加
入
し
て
い

る
⑤
喫
煙
し
て
い
な
い

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
手
続

き
に
つ
い
て
は
市
立
保
健
セ
ン

タ
ー
�　

―　

―
５
２
１
１
、

０４２

５６５

制
度
に
つ
い
て
は
東
京
都
福
祉

保
健
局
環
境
保
健
衛
生
課
�　
０３

―
５
３
２
０
―
４
４
９
１
へ
。

　

仕
事
な
ど
で
平
日
に
納
税
相

談
及
び
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
方
の
た
め
に
、
土
曜
開
庁

に
伴
う
収
納
窓
口
を
次
の
と
お

り
開
設
し
ま
す
。

▽
土
曜
収
納
窓
口　

毎
週
土
曜

日
午
前
８
時　

分
〜
正
午

３０

※
祝
日
は
除
く
。

※
土
曜
収
納
窓
口
で
の
納
税
相

談
は
、
円
滑
に
相
談
が
で
き
る

よ
う
に
事
前
予
約
制
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
金
曜
日
の
午

後
５
時
ま
で
に
納
税
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
相
談
時
間
が
重

な
る
場
合
は
申
込
順
と
し
ま
す
。

【
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の

納
付
方
法
に
は
簡
単
便
利
な
口

座
振
替
も
あ
り
ま
す
】

　

口
座
振
替
依
頼
書
は
納
税
課

（
市
役
所
１
階
）、市
内
金
融
機

関
に
あ
り
ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
や
モ
バ
イ
ル
レ
ジ

で
納
付
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

▽
問
合
せ　

納
税
課
・
内
線
１

０
４
１
ま
で
。

土
曜
収
納
窓
口
を 

　
　 

開
設
し
ま
す 

◎
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税 

《今月の納期》 
　納期限　2月29日（月） 

 

お問合せは、高齢介護課・内線 1171 まで 

お問合せは、保険年金課・内線 1026 まで 

・市・都民税　　　　　　　  随時期 
・固定資産税・都市計画税　　第4期  
・国民健康保険税　　　　　　第8期  
・介護保険料　　　　　　　　第8期 

・後期高齢者医療保険料　　　第8期 

������������������������������������

■
第
４
回
東
大
和
市
地
域
公
共

交
通
会
議

　

２
月　

日
貊
午
前　

時
か
ら

１９

１０

／
場
所　

市
役
所
会
議
棟
第
６

会
議
室
／
傍
聴
者
の
定
員　
　
１０

人
（
当
日
先
着
順
）
／
直
接
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
／
都
市

計
画
課
・
内
線
１
２
５
６
ま
で
。

■
体
育
協
会
〜
歩
こ
う
会
に
ご

参
加
く
だ
さ
い

　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
、

完
歩
で
き
る
体
力
の
あ
る
方 

（
小
学
生
以
下
の
方
は
保
護
者

同
伴
が
必
要
）
／
３
月　

日
豸

１３

（
雨
天
の
場
合
は
３
月　

日
豸

２７

に
順
延
）
／
集
合
・
出
発　

午

前
９
時
に
中
央
公
民
館
前
広
場

集
合
、
午
前
９
時　

分
出
発
／

３０

コ
ー
ス　

多
摩
湖
周
回
コ
ー
ス

（
約　

㎞
）、
中
堤
防
コ
ー
ス

１６

（
約　

㎞
）
／
到
着
制
限
時
間

１１

午
後
２
時　

分
／　

人
（
申
込

３０

５００

順
）
／
参
加
費　
　

円
（
食
べ

３００

物
等
は
各
自
持
参
）
／
参
加
賞

完
歩
証
、
記
念
タ
オ
ル
他
／
参

加
者
全
員
傷
害
保
険
に
加
入
／

主
催　

東
大
和
市
体
育
協
会
／

詳
細
は
、
２
月　

日
発
行
の

２１

〜
８
時　

分
／
場
所　

社
会
福

３０

祉
協
議
会
／
講
師
・
座
談
会
ア

ド
バ
イ
ザ
ー　

小
林
奈
保
絵
氏

（
司
法
書
士
）
／
申
込
み　

３
月

１
日
貂
ま
で
に
社
会
福
祉
協
議

会
あ
ん
し
ん
東
大
和
�　

―　
０４２

５９０

―
０
０
１
８
へ
（
手
話
通
訳
が

必
要
な
方
は
、
フ
ァ
ク
ス
で　
０４２

―　

―
３
６
８
０
へ
）。

５６４
■
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
〜

一
般
労
働
者
派
遣
事
業

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
平
成　

年
４
月
か
ら
一
般

２８

労
働
者
派
遣
事
業
を
開
始
し
ま

す
。
派
遣
さ
れ
る
会
員
は
東
京

都
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連

合
に
雇
用
さ
れ
た
労
働
者
と
し

て
、
事
業
主
（
派
遣
先
）
か
ら

指
揮
命
令
を
受
け
、
仕
事
に
従

事
し
ま
す
。　

歳
以
上
の
方
の

６０

入
会
、
事
業
主
か
ら
の
発
注
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
／
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
�　

―　

―

０４２

５６５

０
５
３
１
へ
。

■
お
詫
び
と
訂
正

　

２
月
１
日
号
６
面
に
掲
載
し

ま
し
た
学
校
図
書
館
指
導
員
の

報
酬
（
時
給
）
に
つ
い
て
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て

訂
正
し
ま
す
。

　
　

一
、
四
八
〇
円

（正）
　
　

一
、
四
七
〇
円

（誤）

「
体
協
だ
よ
り
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
／
申
込
み　

３
月　

日
貊
ま

１１

で
に
、
参
加
費
を
添
え
て
東
大

和
市
ロ
ン
ド
み
ん
な
の
体
育
館

（
市
民
体
育
館
）へ（
電
話
・
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
は
不
可
）／
東

大
和
市
ロ
ン
ド
み
ん
な
の
体
育

館
�　

―　

―
３
５
３
８
へ
。

０４２

５６６

■
中
小
機
構
Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
Ｎ
ｅ
ｓ
t

創
業
準
備
・
新
規
事
業
コ
ー
ス

申
込
み
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

創
業
準
備
・
新
規
事
業
コ
ー

ス
と
は
、
創
業
を
目
指
し
て
い

る
個
人
、
創
業
間
も
な
い
法
人

及
び
新
た
な
事
業
展
開
を
目
指

し
て
い
る
法
人
の
方
に
対
し
て
、

一
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
た
専
属

サ
ポ
ー
タ
ー
が
支
援
サ
ー
ビ
ス

（
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
構
築
、

テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
プ

レ
ゼ
ン
資
料
作
り
等
）
を
提
供

す
る
コ
ー
ス
で
す
。
４
月
１
日

開
始
の
申
込
み
を
２
月　

日
豺

２９

ま
で
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
コ
ー
ス
は
、
随
時

申
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

場
所　

中
小
企
業
大
学
校
東
京

校
／
申
込
方
法
等
の
詳
細
は
、 

「
中
小
機
構
ビ
ジ
ネ
ス
ト
」
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
／
中
小
機
構
Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
Ｎ
ｅ

ｓ
ｔ
�　

―　

―
１
１
９
５
へ
。

０４２

５６５

■
商
工
会
〜
個
人
事
業
者
向
け

確
定
申
告
指
導
会

　

２
月　

日
貂
・　

日
貅
、２
月

１６

１８

　

日
〜
３
月
４
日
の
月
・
水
・
金

２２曜
日
、
３
月
７
日
豺
〜　

日
豺

１４

（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）い
ず
れ

も
午
前　

時
〜
正
午
、
午
後
１

１０

時
〜
４
時
／
場
所　

商
工
会
館

／
持
ち
物　

印
鑑
、電
卓
、筆
記

用
具
、
平
成　

年
の
決
算
書
・

２６

申
告
書
の
控
え
、
売
上
と
費
用

の
集
計
表
や
帳
簿
類
（
集
計
は

各
自
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
）、控

除
証
明
書
や
領
収
書
等
〔
国
民

健
康
保
険
、
介
護
保
険
、
国
民

年
金
（
１
月
〜　

月
分
）、生
命

１２

保
険
、
損
害
保
険
、
医
療
費
、

住
宅
取
得
控
除
な
ど
〕、そ
の
他

必
要
書
類
／
申
込
み　

商
工
会

�　

―　

―
１
１
３
１
へ
。

０４２

５６２

■
社
会
福
祉
協
議
会
〜
あ
ん
し

ん
東
大
和
「
親
族
後
見
人
等
研

修
会
及
び
座
談
会
」

　

市
内
で
親
族
の
後
見
人
等
と

し
て
活
動
さ
れ
て
い
る
方
、
活

動
予
定
の
方
を
対
象
に
、
親
族

後
見
人
の
役
割
に
つ
い
て
研
修

会
及
び
座
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

後
見
業
務
を
行
う
上
で
困
っ
て

い
る
こ
と
や
悩
ん
で
い
る
こ
と

な
ど
情
報
交
換
を
し
ま
せ
ん
か
。

　

３
月
７
日
豺
午
後
６
時　

分
３０
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●劇団四季ファミリーミュー
ジカル「エルコスの祈り」
　５月４日（祝日）午後１時
開演／大ホール　全席指定／
大人５,０００円（友の会４,５００円）、
子ども３,０００円（公演当日３歳
以上小学６年生以下）、３歳未
満のひざ上鑑賞は無料／友の
会先行予約は２月２３日貂～２６
日貊（電話予約のみ）、一般販
売は２月２７日貍から電話予約
の受付を、２月２８日豸から窓
口での販売を開始します。
。
 

●綾戸智恵　コンサート
2016～DO JAZZ～
　４月１７日豸午後３時開演／

新規に発売する自主事業

チケット発売中の自主事業

大ホール　全席指定／一般
５,０００円（友の会4,500円）、ペア
券８,０００円
※未就学児の入場はご遠慮く
ださい。
●ハミング・ザ・シネマ「武
士の家計簿」
　３月６日豸午前１１時開演／
小ホール　全席自由／５００円
●＜コラージュワークショッ
プ＞collage flower～コラー
ジュで春の草花をつくろう
　対象　どなたでも（未就学
児は保護者の同伴が必要）／
３月６日豸午後１時３０分～２
時３０分（予定）／小ホールホ
ワイエ／１.０００円／講師　キャ
ッサバ　コラージュデザイン
佐藤洋美／定員　１０人／申込
み　２月１９日貊までに、窓口
または往復はがきでお申し込
みください。
●リポーター体験ワークショ
ップ
　対象　高校生以上／３月１０
日貅・１１日貊・１７日貅・１８日
貊午後２時～４時（予定）／

会議室／２,５００円／講師　緒方
昭一／定員　１５人／申込み
２月２６日貊までに、窓口また
は往復はがきでお申し込みく
ださい。
【往復はがき申込方法】

　往復はがきの往信欄に①講
座名②住所③氏名（ふりがな）
④年齢⑤性別⑥電話番号を記
入してください。返信欄の宛
先に住所を記入し、ハミング
ホール（〒207-0013東大和市
向原６― １）「応募する講座名 」
 係宛に送付してください。
※講座受講料の支払方法を明
記した参加証を返信します。
※必要事項の記入漏れは無効
となります。

 

　市民を対象とした調整会議
は、３月１日貂午後１時３０分
から行います。

３月の施設利用の申込み
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■
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
便

利
で
確
実
な
口
座
振
替
で
！

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘

れ
が
あ
る
と
、
将
来
受
け
取
る

老
齢
基
礎
年
金
額
が
減
額
さ
れ

た
り
、
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た

り
し
ま
す
。
ま
た
、
万
が
一
の

と
き
の
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族

基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
に
は
、
便
利
で
確
実
な

口
座
振
替
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

口
座
振
替
は
、
全
国
の
銀

行
・
郵
便
局
・
農
協
・
漁
協
・

信
用
金
庫
・
信
用
組
合
・
労
働

金
庫
で
利
用
で
き
ま
す
。
お
申

込
み
の
際
は
、
年
金
事
務
所
、

市
役
所
及
び
金
融
機
関
に
備
え

付
け
の
申
出
書
に
必
要
な
事
項

を
記
入
し
て
、
口
座
振
替
を
希

望
さ
れ
る
金
融
機
関
等
の
窓
口

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
国
民
年
金
保
険
料
を
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
で
お
支
払
い
い
た

だ
け
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
が
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
で
納
付
で
き
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
年
金
事
務
所
、

市
役
所
に
備
え
付
け
の
「
国
民

年
金
保
険
料
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
納
付
（
変
更
）
申
出
書
」
を

年
金
事
務
所
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
お
支
払
い
い
た
だ
け
る

保
険
料
は
「
定
額
保
険
料
」
及

び
「
付
加
保
険
料
込
み
の
定
額

保
険
料
」
で
す
。
２
年
前
納
、

過
去
の
未
払
い
分
及
び
保
険
料

の
一
部
を
免
除
さ
れ
て
い
る
場

合
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

で
の
毎
月
払
い
（
毎
月
の
保
険

料
を
当
月
末
に
支
払
い
）
に
は

割
引
は
あ
り
ま
せ
ん
。
１
年
前

納
及
び
半
年
前
納
の
割
引
額
は
、

現
金
で
納
付
す
る
場
合
と
同
額

で
す
。
な
お
、
カ
ー
ド
会
社
へ

の
お
支
払
い
回
数
は
１
回
払
い

の
み
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

■
国
民
年
金
保
険
料
の
後
納
制

度
に
つ
い
て

　

後
納
制
度
と
は
、
時
効
で
納

め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
国

民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
、
平

成　

年　

月
か
ら
平
成　

年
９

２７

１０

３０

月
ま
で
の
３
年
間
に
限
り
、
過

去
５
年
分
ま
で
納
め
る
こ
と
が

で
き
る
制
度
で
す
。

　

後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
年
金
額
が
増
え
た
り
、
納

付
し
た
期
間
が
不
足
し
て
年
金

を
受
給
で
き
な
か
っ
た
方
が
年

金
受
給
資
格
を
得
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

詳
細
は
、
国
民
年
金
保
険
料

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
�
０
５
７
０
―

　

―　

ま
た
は
立
川
年
金
事
務

０１１

０５０

所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
「　

年
の
後
納
制
度
」
は
、

１０

平
成　

年
９
月　

日
で
終
了
し

２７

３０

ま
し
た
。

■
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
を
ご
利

用
く
だ
さ
い

▽
電
話
番
号

０
５
７
０
―　

―
１
１
６
５

０５

※
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

　

―
６
７
０
０
―
１
１
６
５

０３▽
受
付
時
間

�
月
〜
金
曜
日
（
年
末
年
始
、

祝
日
は
除
く
） 
 
 
午
前
８
時　

分
３０

〜
午
後
５
時　

分
（
月
曜
日
は

１５

午
後
７
時
ま
で
）

�
第
２
土
曜
日
（
祝
日
は
除
く
）

 

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

�
お
問
合
せ
は
、
立
川
年
金
事

務
所
�　

―　

―
０
３
５
２
ま

０４２

５２３

た
は
東
大
和
市
役
所
保
険
年
金

課
・
内
線
１
０
２
５
ま
で
。

国
民
年
金 

だ

よ

り

申込対象月施設名
平成２９年３月大・小ホール
平成２８年９月その他の施設

ことばのカケラ
　ことばは、心・気持ち・思い・考えなどを表
す手段の一つです。また、同じことばでも使い
方や言い方によってずいぶんと伝わり方が変わ
ります。「ガンバレ、ガンバレ！」と何度も言わ
れると、「ガンバルよ」という気持ちと、「ガン
バッテルのに…」という気持ちが生まれ、何も
言われないと「何か言ってハゲマシテよ」とい
う気持ちが生まれます。ことばはとても大切で
なくてはならないものだけれど、少し厄介なと
ころがある、と思っていました。
　ところが、昨年１２月２０日に東大和文庫連絡会
と中央図書館の共催講演会「“のはらみんな”と
詩のことば」〔講師工藤直子氏（詩人・児童文学
作家）〕に参加し、ことばは少しも厄介ではない、
磨けば光るものなのだと感じました。
　会場の図書館では、ワクワクしながら開始時
間を待つ人（私もその中の１人でしたが…）が多
く見られました。お題は決まっていたのですが、
その場の雰囲気や参加者の顔ぶれを見てから内
容を決めるとのことで、どんなことばが出てく
るのかを待ちました。
　「あぐらをかいた父ちゃんの膝の間にお尻を
うめ、ぬくもりと動きを感じながら、たくさん
のことばの贈りものをもらったこと」「幼い時に
読んだ詩のことばの響きを面白いと思ったこと」
「自分の心の声を詩という形で書き留めていっ
た思春期頃のこと」。それから、「“いつか…”は
来ない、“今やろう”と決心した日のこと」など。
パワフルで巧みなことばの数々は会場に居るみ
んなの心を魅了しました。うなずいたり、相づ
ちを打ったり、感じ入ってシーンとしたり、聞
く表情も光っていました。「ことばのカケラを書
きためたものを玉ねぎの皮のようにむいた時、
芯には本当の自分がいる」とのアドバイスも。
　２月には、令月（れいげつ）という別名があり、
新しいことを始めるには良い月と言われます。
さて、ことばのカケラ集めを始めてみようかな。

（市民記者　氏井直美）

※広告に関するお問合せは…総合広告代理店　フレックス株式会社
　　　　　　　　　　　　　 TEL  042 - 528 -1611（代） へ

   
広　

告

古紙含有率 70％再生紙を使用しています

ハミングホール 
東大和市民会館 

窓口販売：午前9時～午後8時30分 
電話予約：午前9時～午後5時 

042-590-4414

友好都市イベント情報「喜多方市に
出かけよう」～三ノ倉スキー場　　　　　

　“日本一好いてるスキー場”喜多方市三ノ倉
 　 スキー場は、ゲレンデから会津盆地を眼下に
 　 一望できる絶景のロケーションです。
    　 3 月 21日（祝日）まで営業しています。
�問合せ　三ノ倉スキー場 � 0241-36-2071 へ。
※その他のイベント情報は、喜多方観光物産協会のホー
　ムページをご覧ください。
�友好都市に関する問合せ　市民生活課・内線 1711 まで。


